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東頸5町村の電話

⑫
一
｝
¢

11

月
3
0
日
午
後
2
時
か
ら

　
　
　
　
　
5
ケ
タ
の
ダ
イ
ヤ
ル
で
つ
な
が
る

　
十
一
月
三
十
日
午
後
二
時
か
ら
、

町
内
と
東
頸
五
町
村
（
松
之
山
町
・

松
代
町
・
大
島
村
・
安
塚
町
・
浦
川

原
村
）
相
互
間
の
電
話
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。

　
松
之
山
町
内
ど
う
し
の
通
話
は
、

今
ま
で
の
番
号
の
前
に
局
番
「
六
」

が
つ
き
ま
す
。

　
牧
村
を
除
く
郡
内
ど
う
し
の
通
話

は
、
市
外
局
番
（
〇
二
五
五
九
）
が

不
要
と
な
り
、
現
在
の
十
ケ
タ
か
ら

五
ケ
タ
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
で
、

つ
な
が
り
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
従
来
の
番
号
に
局
番
「
六
」
が
つ

き
ま
す
。

　
町
内
の
通
話
は
、
局
番
「
六
」
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
続
い
て
今
ま
で
の
番
号

を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
ダ
イ
ヤ
ル
は
現
在
の

四
ケ
タ
が
五
ケ
タ
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
ま
で
の
番
号
だ
け
で
は
、
つ
な
が

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
番
号
は
　
6
ー
×
×
×
×

　
市
外
局
番
〇
二
五
五
九
が
不
要
に

な
り
ま
す
。

　
局
番
と
番
号
（
従
来
の
番
号
）
を

ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
で
つ
な
が
り
ま

す
。
安
塚
町

松
代
町

浦
川
原
村

大
島
村

2
1
×
×
×
×

3
1
×
×
×
×

7
i
X
×
×
×

8
ー
×
×
×
×

9
1
X
×
×
×

4
ー
×
×
×
×

　
市
外
局
番
〇
二
五
五
九
が
不
要
に

な
り
ま
す
。

　
局
番
と
番
号
、
五
ケ
タ
（
6
1
×
×

×
x
）
で
つ
な
が
り
ま
す
。

　
東
京
・
新
潟
・
上
越
な
ど
東
頸
五

町
村
以
外
へ
の
通
話
は
、
今
ま
で
と

同
じ
で
す
。

※
名
刺
や
年
賀
状
の
印
刷
に
は
、
新

　
し
い
電
話
番
号
で
表
示
し
ま
し
ょ

　
う
。

電
話
（
〇
二
五
五
九
）
六
ー
×
×
×
×

※
お
問
い
合
せ
は
松
之
山
電
報
電
話

　
局
六
ー
二
二
〇
〇
へ
。
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通年観光をめ1ざす

1
の
霧
1

●今年の事業費約2億5千万円でゲレンデ整

備とリフト建設工事が行われた。

●過疎化防止を願ってリフトのスイッチを入

れる村山町長

　
　
　
過
疎
の

　
恵
ま
れ
た
雪
を
活
用
し

光
と
地
元
就
業
の
場
を
開

の
町
を
活
性
化
さ
せ
る
た

i
場
建
設
が
進
め
ら
れ
て

十
二
月
三
日
金
子
副
知
事

町
村
長
、
町
議
な
ど
関
係

が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行

　
ス
キ
i
場
で
は
あ
い
に

様
の
中
、
安
全
祈
願
が
行

山
町
長
が
第
一
リ
フ
ト
の

を
入
れ
リ
フ
ト
が
始
動
し
た
。
十
一

月
末
に
降
っ
た
雪
も
当
日
は
二
十
セ

ン
チ
の
積
雪
で
初
す
べ
り
は
出
来
な

か
っ
た
。

　
竣
工
式
は
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
主
催
者
の
挨
拶
で
町
長

は
「
こ
の
事
業
は
皆
さ
ん
に
た
い
へ

イ
を
背
負
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
か
ら

が
た
い
へ
ん
だ
ろ
う
が
、
ス
キ
ー
場

発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
欲
し
い
」

と
語
っ
た
。

　
こ
の
ス
キ
ー
場
は
二
本
の
リ
フ
ト

で
標
高
差
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
総
面

積
二
十
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
初
心

ス
ト
ハ
ウ
ス
と
駐
車
場
（
三
〇
〇
台
）

が
、
昭
和
六
十
年
度
は
圧
雪
車
一
台

を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ス
キ
ー
場
建
設
の
財
源
は
過

疎
対
策
事
業
の
起
債
（
借
金
）
三
億

四
、
○
O
O
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

（
今
年
は
一
億
七
、
五
〇
〇
万
円
の
起

債
）
過
疎
債
の
償
還
は
七
〇
％
を
国

が
交
付
金
と
し
て
補
助
し
て
く
れ
、

残
り
の
三
〇
％
を
町
が
返
済
す
る
た

い
へ
ん
有
利
な
起
債
で
す
。
一
年
に

約
一
、
六
〇
〇
万
円
ず
つ
十
二
年
間
の

償
還
の
予
定
。
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衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
十
二
月

三
日
公
示
さ
れ
、
十
二
月
十
八
日
が

投
票
日
で
す
。
あ
わ
せ
て
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も
行
い
ま
す
。

　
有
権
者
は
棄
権
を
し
な
い
で
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

　
、一
　
投
票
時
間

　
第
一
（
松
之
山
公
会
堂
）
第
六

（
松
里
保
育
所
）
第
十
三
（
浦
田

小
学
校
）
の
三
投
票
区
は
、
午
前

七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
そ
の

他
の
投
票
区
は
閉
じ
る
時
刻
を
一

時
間
繰
り
上
げ
、
午
前
七
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
で
す
。

二
、
投
票
の
方
法

①
衆
議
院
議
員

　
　
赤
色
で
印
刷
し
た
投
票
用
紙
に

　
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
ま
す
．

⑭
国
民
審
査

　
　
黒
色
で
印
刷
し
た
裁
判
官
の
氏

　
名
の
上
の
欄
に
、
や
め
さ
せ
た
い

　
裁
判
官
に
つ
い
て
×
印
を
つ
け
ま

　
す
。
や
δ
さ
せ
た
く
な
い
場
合
は

　
何
も
記
入
し
な
い
で
投
票
箱
に
入

　
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
⑥
投
票
用
紙
の
交
付

　
　
投
票
用
紙
は
、
衆
議
院
議
員
と

　
国
民
審
査
を
同
時
に
交
付
し
ま
す
。

三
、
不
在
者
投
票

　
　
投
票
日
に
用
務
等
で
投
票
で
き

　
な
い
方
は
、
不
在
者
投
票
を
し
ま

　
し
よ
う
。
不
在
者
投
票
は
午
前
八

　
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
受

　
付
け
て
い
ま
す
の
で
入
場
券
と
印

　
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間
は
、

　
十
二
月
三
日
か
ら
十
二
月
十
七
日

　
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
国
民
審
査

　
は
、
十
二
月
十
日
か
ら
十
二
月
十

團。第
一
ペ
ア
リ
フ
ト

　
乗
車
時
間

　
一
時
間
の
輸
送
量

　
高
低
差
　
　
　
一
六
一

。
第
ニ
リ
フ
ト

　
乗
車
時
間

　
一
時
間
の
輸
送
星

　
高
低
差
圏
　
全
長

　
標
高

。
第
一
ゲ
レ
ン
デ

　
六
八
五
m

七
分
O
O
秒

　
九
〇
〇
人

　
・
五
一
m

　
四
八
五
m

四
分
三
〇
秒

　
六
〇
〇
人

一
七
五
・
六
三
m

　
　
　
一
、
七
〇
〇
m

三
八
O
m
～
七
一
〇
m

①
リ
ー
ゼ
ン
コ
ー
ス
（
上
・
中
級
者
）

　
ポ
ー
ル
練
習
、
競
技
用
コ
ー
ス
。

②
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ス
（
上
・
中
級
者
）

　
七
日
ま
で
の
八
日
問
で
す
。

四
、
出
稼
者
の
不
在
者
投
票

　
　
出
稼
者
に
不
在
者
投
票
の
請
求

　
用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
。
こ
の
請

　
求
書
を
松
之
山
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
送
付
し
ま
す
と
、
本
人
に
投

　
票
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
出

　
稼
者
は
速
か
に
出
稼
地
の
選
挙
管

　
理
委
員
会
に
行
き
、
不
在
者
投
票

　
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
投
票
し
た
不
在
者
投
票
は
当
該

　
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
松
之
山
町

　
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
投
票
は

　
十
二
月
十
八
日
ま
で
に
松
之
山
町

　
に
到
着
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

五
、
公
職
選
挙
法
の
改
正

　
　
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

　
幅
広
い
中
斜
面
で
メ
イ
ン
ゲ
レ
ン
デ
。

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
初
・
中
級
者
）

　
ゲ
レ
ン
デ
内
を
蛇
行
し
て
長
い
コ

　
ー
ス
を
楽
し
め
る
。

④
レ
ッ
ス
ン
ゲ
レ
ン
デ

　
講
習
会
、
ス
キ
ー
授
業
に
最
適
。

。
第
ニ
ゲ
レ
ン
デ

①
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス
（
上
級
者
）

　
全
急
斜
面
、
ウ
ェ
イ
デ
ル
で
三
〇

　
〇
メ
ー
ト
ル
可
能
。

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
（
上
・
中
級
者
）

　
比
較
的
急
斜
面
で
新
雪
や
深
雪
に

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
初
・
中
級
者
）

　
山
頂
よ
り
林
間
を
ぬ
っ
て
長
い
、

　
緩
斜
面
を
楽
し
め
る
。

た
。
主
な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ω
選
挙
運
動
期
間

　
衆
議
院
議
員
　
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
法
二
十
日
）

　
参
議
院
議
員
　
十
八
日

　
　
　
　
　
　
（
旧
法
二
十
三
日
）

　
県
知
事
　
　
　
二
十
日

　
　
　
　
　
　
（
旧
法
二
十
五
日
）

　
　
県
議
会
議
員
　
九
日

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
法
十
二
日
）

　
　
町
長
・
町
議
会
議
員
　
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
法
七
日
）

⑭
立
会
演
説
会
の
廃
止

㈹
連
呼
行
為
の
時
間
短
縮

　
　
（
午
前
八
時
か
ら
午
後
八
時
ま

　
　
で
）
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通年観光をめ1ざす

1
の
霧
1

●今年の事業費約2億5千万円でゲレンデ整

備とリフト建設工事が行われた。

●過疎化防止を願ってリフトのスイッチを入

れる村山町長

　
　
　
過
疎
の

　
恵
ま
れ
た
雪
を
活
用
し

光
と
地
元
就
業
の
場
を
開

の
町
を
活
性
化
さ
せ
る
た

i
場
建
設
が
進
め
ら
れ
て

十
二
月
三
日
金
子
副
知
事

町
村
長
、
町
議
な
ど
関
係

が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行

　
ス
キ
i
場
で
は
あ
い
に

様
の
中
、
安
全
祈
願
が
行

山
町
長
が
第
一
リ
フ
ト
の

を
入
れ
リ
フ
ト
が
始
動
し
た
。
十
一

月
末
に
降
っ
た
雪
も
当
日
は
二
十
セ

ン
チ
の
積
雪
で
初
す
べ
り
は
出
来
な

か
っ
た
。

　
竣
工
式
は
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
主
催
者
の
挨
拶
で
町
長

は
「
こ
の
事
業
は
皆
さ
ん
に
た
い
へ

イ
を
背
負
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
か
ら

が
た
い
へ
ん
だ
ろ
う
が
、
ス
キ
ー
場

発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
欲
し
い
」

と
語
っ
た
。

　
こ
の
ス
キ
ー
場
は
二
本
の
リ
フ
ト

で
標
高
差
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
総
面

積
二
十
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
初
心

ス
ト
ハ
ウ
ス
と
駐
車
場
（
三
〇
〇
台
）

が
、
昭
和
六
十
年
度
は
圧
雪
車
一
台

を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ス
キ
ー
場
建
設
の
財
源
は
過

疎
対
策
事
業
の
起
債
（
借
金
）
三
億

四
、
○
O
O
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

（
今
年
は
一
億
七
、
五
〇
〇
万
円
の
起

債
）
過
疎
債
の
償
還
は
七
〇
％
を
国

が
交
付
金
と
し
て
補
助
し
て
く
れ
、

残
り
の
三
〇
％
を
町
が
返
済
す
る
た

い
へ
ん
有
利
な
起
債
で
す
。
一
年
に

約
一
、
六
〇
〇
万
円
ず
つ
十
二
年
間
の

償
還
の
予
定
。
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衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
十
二
月

三
日
公
示
さ
れ
、
十
二
月
十
八
日
が

投
票
日
で
す
。
あ
わ
せ
て
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も
行
い
ま
す
。

　
有
権
者
は
棄
権
を
し
な
い
で
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

　
、一
　
投
票
時
間

　
第
一
（
松
之
山
公
会
堂
）
第
六

（
松
里
保
育
所
）
第
十
三
（
浦
田

小
学
校
）
の
三
投
票
区
は
、
午
前

七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
そ
の

他
の
投
票
区
は
閉
じ
る
時
刻
を
一

時
間
繰
り
上
げ
、
午
前
七
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
で
す
。

二
、
投
票
の
方
法

①
衆
議
院
議
員

　
　
赤
色
で
印
刷
し
た
投
票
用
紙
に

　
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
ま
す
．

⑭
国
民
審
査

　
　
黒
色
で
印
刷
し
た
裁
判
官
の
氏

　
名
の
上
の
欄
に
、
や
め
さ
せ
た
い

　
裁
判
官
に
つ
い
て
×
印
を
つ
け
ま

　
す
。
や
δ
さ
せ
た
く
な
い
場
合
は

　
何
も
記
入
し
な
い
で
投
票
箱
に
入

　
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
⑥
投
票
用
紙
の
交
付

　
　
投
票
用
紙
は
、
衆
議
院
議
員
と

　
国
民
審
査
を
同
時
に
交
付
し
ま
す
。

三
、
不
在
者
投
票

　
　
投
票
日
に
用
務
等
で
投
票
で
き

　
な
い
方
は
、
不
在
者
投
票
を
し
ま

　
し
よ
う
。
不
在
者
投
票
は
午
前
八

　
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
受

　
付
け
て
い
ま
す
の
で
入
場
券
と
印

　
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間
は
、

　
十
二
月
三
日
か
ら
十
二
月
十
七
日

　
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
国
民
審
査

　
は
、
十
二
月
十
日
か
ら
十
二
月
十

團。第
一
ペ
ア
リ
フ
ト

　
乗
車
時
間

　
一
時
間
の
輸
送
量

　
高
低
差
　
　
　
一
六
一

。
第
ニ
リ
フ
ト

　
乗
車
時
間

　
一
時
間
の
輸
送
星

　
高
低
差
圏
　
全
長

　
標
高

。
第
一
ゲ
レ
ン
デ

　
六
八
五
m

七
分
O
O
秒

　
九
〇
〇
人

　
・
五
一
m

　
四
八
五
m

四
分
三
〇
秒

　
六
〇
〇
人

一
七
五
・
六
三
m

　
　
　
一
、
七
〇
〇
m

三
八
O
m
～
七
一
〇
m

①
リ
ー
ゼ
ン
コ
ー
ス
（
上
・
中
級
者
）

　
ポ
ー
ル
練
習
、
競
技
用
コ
ー
ス
。

②
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ス
（
上
・
中
級
者
）

　
七
日
ま
で
の
八
日
問
で
す
。

四
、
出
稼
者
の
不
在
者
投
票

　
　
出
稼
者
に
不
在
者
投
票
の
請
求

　
用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
。
こ
の
請

　
求
書
を
松
之
山
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
送
付
し
ま
す
と
、
本
人
に
投

　
票
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
出

　
稼
者
は
速
か
に
出
稼
地
の
選
挙
管

　
理
委
員
会
に
行
き
、
不
在
者
投
票

　
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
投
票
し
た
不
在
者
投
票
は
当
該

　
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
松
之
山
町

　
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
投
票
は

　
十
二
月
十
八
日
ま
で
に
松
之
山
町

　
に
到
着
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

五
、
公
職
選
挙
法
の
改
正

　
　
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

　
幅
広
い
中
斜
面
で
メ
イ
ン
ゲ
レ
ン
デ
。

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
初
・
中
級
者
）

　
ゲ
レ
ン
デ
内
を
蛇
行
し
て
長
い
コ

　
ー
ス
を
楽
し
め
る
。

④
レ
ッ
ス
ン
ゲ
レ
ン
デ

　
講
習
会
、
ス
キ
ー
授
業
に
最
適
。

。
第
ニ
ゲ
レ
ン
デ

①
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス
（
上
級
者
）

　
全
急
斜
面
、
ウ
ェ
イ
デ
ル
で
三
〇

　
〇
メ
ー
ト
ル
可
能
。

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
（
上
・
中
級
者
）

　
比
較
的
急
斜
面
で
新
雪
や
深
雪
に

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
初
・
中
級
者
）

　
山
頂
よ
り
林
間
を
ぬ
っ
て
長
い
、

　
緩
斜
面
を
楽
し
め
る
。

た
。
主
な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ω
選
挙
運
動
期
間

　
衆
議
院
議
員
　
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
法
二
十
日
）

　
参
議
院
議
員
　
十
八
日

　
　
　
　
　
　
（
旧
法
二
十
三
日
）

　
県
知
事
　
　
　
二
十
日

　
　
　
　
　
　
（
旧
法
二
十
五
日
）

　
　
県
議
会
議
員
　
九
日

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
法
十
二
日
）

　
　
町
長
・
町
議
会
議
員
　
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
法
七
日
）

⑭
立
会
演
説
会
の
廃
止

㈹
連
呼
行
為
の
時
間
短
縮

　
　
（
午
前
八
時
か
ら
午
後
八
時
ま

　
　
で
）
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1月は酒を飲む12月・

機会が多くなります

飲酒運転の追舷を

少
し
の
酒
で
も
死
亡
亭
故
に

“
桑
る
む
ら
欧
む
な
・

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
「
ま
あ
、

堅
い
こ
と
言
わ
な
い
で
、
ビ
ー
ル
一

杯
ぐ
ら
い
」
な
ど
と
勧
め
ら
れ
て
、

つ
い
飲
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
年
末
・
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年

会
な
ど
が
続
い
て
酒
を
飲
む
機
会
が

ど
う
し
て
も
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒

運
転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
、
ま

た
安
全
運
転
に
も
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
　
今
年
の
一
月
か
ら
八
月
に
、
全
国

で
起
き
た
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事

故
は
五
二
二
件
。
四
月
か
ら
十
一
月

に
町
民
が
酒
気
帯
び
運
転
で
六
件
、

警
察
の
取
締
り
を
受
け
る
な
ど
相
変

わ
ら
ず
”
飲
酒
運
転
”
が
後
を
断
ち

ま
せ
ん
。

飲
ん
忙
ら
彙
る
な
”

　
松
之
山
部
落
の
青
年
会
で
は
、
誓

約
書
を
警
察
署
に
提
出
し
て
、
飲
酒

運
転
追
放
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
体
の

　
　
　
　
　
機
能
を
低
下
さ
せ
る

　
飲
酒
運
転
を
犯
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

の
主
な
”
自
己
弁
護
”
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た
。

②
酔
っ
た
勢
い
で
。

③
ひ
と
休
み
し
て
、
酔
い
が
さ
め
た

　
と
思
っ
た
。

④
翌
日
の
仕
事
に
車
が
必
要
だ
か
ら
。

⑤
今
ま
で
飲
酒
運
転
で
捕
ま
っ
た
こ

　
と
が
な
か
っ
た
か
ら
。

　
こ
う
し
た
言
い
訳
を
す
る
こ
と
自

体
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
人
体
に
与
え
る

影
響
を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。

　
酒
を
飲
む
と
、
体
の
働
き
に
次
の

よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

▽
視
覚
の
働
き
が
鈍
く
な
り
、
視
野

　
が
狭
く
な
る
。

▽
大
脳
の
働
き
が
低
下
し
て
判
断
力

　
が
鈍
り
、
自
制
心
も
弱
ま
っ
て
き

ま
す
。
（
酒
を
飲
む
と
、
運
転
の
腕
が
さ
え

る
と
い
う
の
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ

っ
て
大
脳
が
麻
ひ
し
た
た
め
に
起
こ

る
錯
覚
で
、
運
動
機
能
は
ふ
だ
ん
よ

り
も
ず
っ
と
低
下
し
て
い
ま
す
。
）

　
さ
ら
に
、
集
中
力
が
鈍
っ
た
り
、

精
神
力
に
も
不
安
定
に
な
る
な
ど
、

酒
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
車
の

運
転
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
も
の

ば
か
り
で
す
。

　
ビ
ー
ル
一
本
で

　
　
　
　
危
険
度
は
二
・
五
倍

　
酒
を
飲
む
と
、
認
知
・
判
断
・
実

行
と
い
う
運
転
に
必
要
な
能
力
が
グ

ン
と
落
ち
ま
す
。
こ
の
た
め
。
信
号

や
道
路
標
識
を
見
落
と
し
た
り
、
歩

行
者
の
発
見
が
遅
れ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
一
時
停
止
を
無
視
し
た
り
、

肝
心
の
運
転
操
作
も
遅
れ
が
ち
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は
「
酔
わ
な

い
程
度
の
酒
な
ら
大
丈
夫
」
と
、
本

気
で
信
じ
込
ん
で
い
る
人
も
い
る
よ

う
で
す
が
、
ビ
ー
ル
一
本
を
飲
ん
だ

状
態
で
車
を
運
転
し
た
場
合
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
体
内
に
全
く
な
い
と
き
に

比
べ
て
、
死
亡
事
故
の
危
険
度
は
二

・
五
倍
に
増
え
ま
す
。

　
当
日
、
酒
を
飲
ん
で
い
な
く
て
も

体
内
に
残
っ
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル
の

量
に
よ
っ
て
は
、
飲
酒
運
転
と
み
な

さ
れ
厳
し
く
処
罰
さ
れ
ま
す
。

繍ク
ノ
ノ、

、
賠
）

場

　
　
　
　
　
常
に
、
身
心
と
も
に
万
全
の
状
態
で

ぜ
酵
ハ
ン
ド
ル
壕
、
ド
ラ
千
で

　
　
　
　
あ
る
以
上
　
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
ら
な
い
基
本
的
な
モ
ラ
ル
の
一
つ
で

　
　
　
　
す
。

　
道
路
交
通
法
は
「
何
人
も
酒
気
を

帯
び
て
車
両
等
（
自
動
車
、
原
動
機

付
自
転
車
な
ど
）
を
運
転
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
そ
う
と
知
り
な
が
ら
、
酒
を
飲
ん

で
車
を
運
転
す
る
こ
と
は
、
最
も
恥

ず
べ
き
行
動
と
言
え
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
は
、
ほ
か
の
犯
罪
に
比

べ
て
執
行
猶
予
が
少
な
く
、
実
刑
・

厳
罰
主
義
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
飲

酒
運
転
で
罰
せ
ら
れ
る
の
は
ド
ラ
イ

バ
ー
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
上

の
人
な
ど
が
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
に

車
の
運
転
を
強
要
す
る
と
処
罰
さ
れ

ま
す
。

　
飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
め
に
は
、

家
庭
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
で
、

“
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い
、
飲
ま
せ
な
い
”
と
い
う

鉄
則
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
に
も
増
し
て

大
切
な
の
は
「
私
は
絶
対
に
飲
酒
運

転
は
し
な
い
」
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー

の
自
覚
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
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竃家・年蛤の鴎犯運駒

12月11日～1月10日

事
件
や
事
故
を
な
く
し

明
る
い
住
み
よ
い
町
に

年
末
・
年
始
は
、
お
金
や
品
物
の

動
き
が
活
発
に
な
り
、
毎
年
の
こ
と

で
す
が
犯
罪
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
郡
防
犯
組
合
と
安
塚
警
察
署
で
は
、

十
二
月
十
一
日
か
ら
一
月
十
日
ま
で

の
一
カ
月
間
「
年
末
・
年
始
の
防
犯

運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
期
間
に
、
警
察
で
は
特
別
警

戒
を
行
な
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
も

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
事
件
や
事

故
の
な
い
明
る
い
住
み
よ
い
町
に
な

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

盗
難
の
防
止

▽
外
出
す
る
と
き
は
、
必
ず
鍵
を
か

　
け
る
。

▽
多
額
の
現
金
や
貴
重
品
を
家
に
置

　
か
な
い
。

▽
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
キ

　
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
す
る
。

少
年
非
行
の
防
止

▽
親
の
立
場
で
聞
き
、
子
供
の
立
場

　
に
な
っ
て
話
し
合
う
。

▽
や
っ
て
い
い
こ
と
、
悪
い
こ
と
の

　
け
じ
め
を
つ
け
さ
せ
、
く
り
返
し

教
え
る
。

▽
小
づ
か
い
や
お
年
玉
の
使
い
か
た

　
は
、
計
画
性
を
も
た
せ
、
浪
費
癖

を
つ
け
な
い
。

▽
つ
ら
さ
に
耐
え
る
、
た
く
ま
し
い

子
供
に
育
て
る
。

交
通
事
故
の
防
止

▽
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

▽
冬
期
間
は
、
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
・
タ

　
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
に
ょ
り
ス

　
リ
ッ
プ
事
故
を
お
こ
さ
な
い
。

▽
車
の
運
転
は
、
歩
行
者
、
特
に
子

　
供
や
老
人
に
は
注
意
す
る
。

※
盗
難
や
暴
力
な
ど
の
被
害
を
受
け

　
た
ら
す
ぐ
二
〇
番
し
ま
し
ょ
う
。

1041日日日
28　26　22　21　16　15

日日日日日日
29
日

30
日

議
会
産
経
委
員
会

食
生
活
改
善
推
進
員
研
修
会

母
子
福
祉
会

交
通
指
導
員
交
歓
会

健
康
づ
く
り
講
演
会

民
生
委
員
協
議
会

母
子
推
進
委
員
研
修
会

議
会
総
民
委
員
会

ス
キ
ー
場
建
設
委
員
会

栃
尾
市
議
会
視
察

除
雪
会
議

保
安
要
員
打
合
せ
会

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

農
業
委
員
会
総
会

生理聾

お
い
し
い
ご
は
ん
の
炊
き
方

　
お
い
し
い
ご
は
ん
を
食
べ
た
い
ー

と
思
う
の
は
、
だ
れ
し
も
の
こ
と
で

す
が
、
有
名
な
銘
柄
の
米
だ
か
ら
ご

は
ん
が
お
い
し
い
か
と
い
う
と
、
必

ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
昧
か
げ
ん
や
火
か
げ
ん
を
間

違
う
と
、
せ
っ
か
く
の
料
理
も
台
無

し
に
な
る
よ
う
に
、
ご
は
ん
も
と
ぎ

方
、
炊
き
方
に
よ
っ
て
は
、
お
い
し

く
も
ま
ず
く
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ご
は
ん
を
炊
く
の
も
料
理
の
う
ち

ー
も
う
一
度
、
　
“
お
い
し
い
ご
は

ん
作
り
”
の
コ
ツ
を
お
さ
ら
い
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
“
の
ん
び
り
”
と
“
お
湯
”
は

　
　
　
　
　
　
　
絶
対
に
禁
物

　
冬
の
寒
い
朝
、
米
を
と
ぐ
の
に
ア

ワ
立
て
器
を
使
っ
て
ゆ
っ
く
り
洗
っ

た
り
、
お
湯
を
使
っ
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

　
米
を
と
ぐ
と
き
、
の
ん
び
り
時
間

を
か
け
る
こ
と
と
、
お
湯
を
使
う
こ

と
は
絶
対
に
禁
物
で
す
。
の
ん
び
り

と
い
だ
り
、
お
湯
を
使
っ
て
と
い
だ

り
す
る
と
、
米
は
“
ぬ
か
臭
い
と
ぎ

汁
”
を
多
く
吸
っ
て
し
ま
い
、
ご
は

ん
の
昧
を
落
と
し
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。　
米
を
と
ぐ
と
き
は
、
最
初
は
水
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
で

大
き
く
二
～
三
回
か
き
ま
ぜ
て
、
大

ざ
っ
ぱ
に
粉
を
落
と
し
、
と
ぎ
汁
を

完
全
に
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
次
に
、

ま
ず
軽
ぐ
か
き
ま
ぜ
、
手
で
押
し
出

す
よ
う
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
と
ぎ
、
と

ぎ
上
げ
た
ら
水
で
す
す
ぎ
ま
す
。
す

す
ぎ
は
、
水
が
濁
ら
な
く
な
る
ま
で

三
回
ほ
ど
水
を
替
え
ま
す
。

　
食
事
の
時
間
ま
で
に
余
裕
が
あ
る

な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
三
十
分
ほ
ど
浸

し
て
お
く
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
古
米
と
新
米
で
違
う

　
　
　
　
　
　
「
水
か
げ
ん
」

　
水
か
げ
ん
は
、
米
の
質
や
好
み
に

よ
っ
て
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。
だ
い

た
い
の
目
安
は
、
普
通
米
が
米
の
量

の
二
割
増
し
、
新
米
が
一
割
増
し
、

そ
し
て
古
米
が
三
割
増
し
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
か
た
め
の

ご
は
ん
が
好
き
な
方
は
水
の
量
を
減

ら
し
、
や
わ
ら
か
め
が
好
き
な
方
は

水
の
量
を
増
や
し
ま
す
。

　
再
ス
イ
ッ
チ
で

　
　
　
ご
は
ん
を
“
焼
く
翁
”

　
お
い
し
い
ご
は
ん
を
炊
く
コ
ツ
の

総
仕
上
げ
は
、
“
ご
は
ん
を
焼
く
”
こ

と
で
す
。

　
ふ
つ
う
は
、
炊
飯
器
の
ス
イ
ッ
チ

が
切
れ
た
後
、
数
分
間
蒸
ら
し
て
「
ハ

イ
、
で
き
あ
が
り
」
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
お
い
し
い
ご
は
ん
に
す
る

た
め
に
は
、
こ
こ
で
も
う
一
度
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
て
ご
は
ん
を
“
焼
い
て
”

み
て
く
だ
さ
い
。

　
再
ス
イ
ッ
チ
は
、
三
分
ぐ
ら
い
で

自
動
的
に
切
れ
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま

十
～
十
五
分
ぐ
ら
い
蒸
ら
し
て
お
く

と
、
ふ
っ
く
ら
し
た
お
い
し
い
ご
は

ん
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
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1月は酒を飲む12月・

機会が多くなります

飲酒運転の追舷を

少
し
の
酒
で
も
死
亡
亭
故
に

“
桑
る
む
ら
欧
む
な
・

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
「
ま
あ
、

堅
い
こ
と
言
わ
な
い
で
、
ビ
ー
ル
一

杯
ぐ
ら
い
」
な
ど
と
勧
め
ら
れ
て
、

つ
い
飲
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
年
末
・
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年

会
な
ど
が
続
い
て
酒
を
飲
む
機
会
が

ど
う
し
て
も
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒

運
転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
、
ま

た
安
全
運
転
に
も
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
　
今
年
の
一
月
か
ら
八
月
に
、
全
国

で
起
き
た
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事

故
は
五
二
二
件
。
四
月
か
ら
十
一
月

に
町
民
が
酒
気
帯
び
運
転
で
六
件
、

警
察
の
取
締
り
を
受
け
る
な
ど
相
変

わ
ら
ず
”
飲
酒
運
転
”
が
後
を
断
ち

ま
せ
ん
。

飲
ん
忙
ら
彙
る
な
”

　
松
之
山
部
落
の
青
年
会
で
は
、
誓

約
書
を
警
察
署
に
提
出
し
て
、
飲
酒

運
転
追
放
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
体
の

　
　
　
　
　
機
能
を
低
下
さ
せ
る

　
飲
酒
運
転
を
犯
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー

の
主
な
”
自
己
弁
護
”
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た
。

②
酔
っ
た
勢
い
で
。

③
ひ
と
休
み
し
て
、
酔
い
が
さ
め
た

　
と
思
っ
た
。

④
翌
日
の
仕
事
に
車
が
必
要
だ
か
ら
。

⑤
今
ま
で
飲
酒
運
転
で
捕
ま
っ
た
こ

　
と
が
な
か
っ
た
か
ら
。

　
こ
う
し
た
言
い
訳
を
す
る
こ
と
自

体
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
人
体
に
与
え
る

影
響
を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。

　
酒
を
飲
む
と
、
体
の
働
き
に
次
の

よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

▽
視
覚
の
働
き
が
鈍
く
な
り
、
視
野

　
が
狭
く
な
る
。

▽
大
脳
の
働
き
が
低
下
し
て
判
断
力

　
が
鈍
り
、
自
制
心
も
弱
ま
っ
て
き

ま
す
。
（
酒
を
飲
む
と
、
運
転
の
腕
が
さ
え

る
と
い
う
の
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ

っ
て
大
脳
が
麻
ひ
し
た
た
め
に
起
こ

る
錯
覚
で
、
運
動
機
能
は
ふ
だ
ん
よ

り
も
ず
っ
と
低
下
し
て
い
ま
す
。
）

　
さ
ら
に
、
集
中
力
が
鈍
っ
た
り
、

精
神
力
に
も
不
安
定
に
な
る
な
ど
、

酒
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
車
の

運
転
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
も
の

ば
か
り
で
す
。

　
ビ
ー
ル
一
本
で

　
　
　
　
危
険
度
は
二
・
五
倍

　
酒
を
飲
む
と
、
認
知
・
判
断
・
実

行
と
い
う
運
転
に
必
要
な
能
力
が
グ

ン
と
落
ち
ま
す
。
こ
の
た
め
。
信
号

や
道
路
標
識
を
見
落
と
し
た
り
、
歩

行
者
の
発
見
が
遅
れ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
一
時
停
止
を
無
視
し
た
り
、

肝
心
の
運
転
操
作
も
遅
れ
が
ち
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は
「
酔
わ
な

い
程
度
の
酒
な
ら
大
丈
夫
」
と
、
本

気
で
信
じ
込
ん
で
い
る
人
も
い
る
よ

う
で
す
が
、
ビ
ー
ル
一
本
を
飲
ん
だ

状
態
で
車
を
運
転
し
た
場
合
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
体
内
に
全
く
な
い
と
き
に

比
べ
て
、
死
亡
事
故
の
危
険
度
は
二

・
五
倍
に
増
え
ま
す
。

　
当
日
、
酒
を
飲
ん
で
い
な
く
て
も

体
内
に
残
っ
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル
の

量
に
よ
っ
て
は
、
飲
酒
運
転
と
み
な

さ
れ
厳
し
く
処
罰
さ
れ
ま
す
。

繍ク
ノ
ノ、

、
賠
）

場

　
　
　
　
　
常
に
、
身
心
と
も
に
万
全
の
状
態
で

ぜ
酵
ハ
ン
ド
ル
壕
、
ド
ラ
千
で

　
　
　
　
あ
る
以
上
　
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
ら
な
い
基
本
的
な
モ
ラ
ル
の
一
つ
で

　
　
　
　
す
。

　
道
路
交
通
法
は
「
何
人
も
酒
気
を

帯
び
て
車
両
等
（
自
動
車
、
原
動
機

付
自
転
車
な
ど
）
を
運
転
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
そ
う
と
知
り
な
が
ら
、
酒
を
飲
ん

で
車
を
運
転
す
る
こ
と
は
、
最
も
恥

ず
べ
き
行
動
と
言
え
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
は
、
ほ
か
の
犯
罪
に
比

べ
て
執
行
猶
予
が
少
な
く
、
実
刑
・

厳
罰
主
義
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
飲

酒
運
転
で
罰
せ
ら
れ
る
の
は
ド
ラ
イ

バ
ー
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
上

の
人
な
ど
が
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
に

車
の
運
転
を
強
要
す
る
と
処
罰
さ
れ

ま
す
。

　
飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
め
に
は
、

家
庭
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
で
、

“
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い
、
飲
ま
せ
な
い
”
と
い
う

鉄
則
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
に
も
増
し
て

大
切
な
の
は
「
私
は
絶
対
に
飲
酒
運

転
は
し
な
い
」
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー

の
自
覚
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

lm”lll”【5】”ll”1”””ll”1””””ll””1“”1””1””II”1”II”1”1”””lll”1””””””1”II”””””1”1””Ill””ll”1””ll””lllll”1””lll”””IIM”1広報まつのやま　Nα9411””””II”III”1

竃家・年蛤の鴎犯運駒

12月11日～1月10日

事
件
や
事
故
を
な
く
し

明
る
い
住
み
よ
い
町
に

年
末
・
年
始
は
、
お
金
や
品
物
の

動
き
が
活
発
に
な
り
、
毎
年
の
こ
と

で
す
が
犯
罪
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
郡
防
犯
組
合
と
安
塚
警
察
署
で
は
、

十
二
月
十
一
日
か
ら
一
月
十
日
ま
で

の
一
カ
月
間
「
年
末
・
年
始
の
防
犯

運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
期
間
に
、
警
察
で
は
特
別
警

戒
を
行
な
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
も

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
事
件
や
事

故
の
な
い
明
る
い
住
み
よ
い
町
に
な

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

盗
難
の
防
止

▽
外
出
す
る
と
き
は
、
必
ず
鍵
を
か

　
け
る
。

▽
多
額
の
現
金
や
貴
重
品
を
家
に
置

　
か
な
い
。

▽
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
キ

　
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
す
る
。

少
年
非
行
の
防
止

▽
親
の
立
場
で
聞
き
、
子
供
の
立
場

　
に
な
っ
て
話
し
合
う
。

▽
や
っ
て
い
い
こ
と
、
悪
い
こ
と
の

　
け
じ
め
を
つ
け
さ
せ
、
く
り
返
し

教
え
る
。

▽
小
づ
か
い
や
お
年
玉
の
使
い
か
た

　
は
、
計
画
性
を
も
た
せ
、
浪
費
癖

を
つ
け
な
い
。

▽
つ
ら
さ
に
耐
え
る
、
た
く
ま
し
い

子
供
に
育
て
る
。

交
通
事
故
の
防
止

▽
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

▽
冬
期
間
は
、
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
・
タ

　
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
に
ょ
り
ス

　
リ
ッ
プ
事
故
を
お
こ
さ
な
い
。

▽
車
の
運
転
は
、
歩
行
者
、
特
に
子

　
供
や
老
人
に
は
注
意
す
る
。

※
盗
難
や
暴
力
な
ど
の
被
害
を
受
け

　
た
ら
す
ぐ
二
〇
番
し
ま
し
ょ
う
。

1041日日日
28　26　22　21　16　15

日日日日日日
29
日

30
日

議
会
産
経
委
員
会

食
生
活
改
善
推
進
員
研
修
会

母
子
福
祉
会

交
通
指
導
員
交
歓
会

健
康
づ
く
り
講
演
会

民
生
委
員
協
議
会

母
子
推
進
委
員
研
修
会

議
会
総
民
委
員
会

ス
キ
ー
場
建
設
委
員
会

栃
尾
市
議
会
視
察

除
雪
会
議

保
安
要
員
打
合
せ
会

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

農
業
委
員
会
総
会

生理聾

お
い
し
い
ご
は
ん
の
炊
き
方

　
お
い
し
い
ご
は
ん
を
食
べ
た
い
ー

と
思
う
の
は
、
だ
れ
し
も
の
こ
と
で

す
が
、
有
名
な
銘
柄
の
米
だ
か
ら
ご

は
ん
が
お
い
し
い
か
と
い
う
と
、
必

ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
昧
か
げ
ん
や
火
か
げ
ん
を
間

違
う
と
、
せ
っ
か
く
の
料
理
も
台
無

し
に
な
る
よ
う
に
、
ご
は
ん
も
と
ぎ

方
、
炊
き
方
に
よ
っ
て
は
、
お
い
し

く
も
ま
ず
く
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ご
は
ん
を
炊
く
の
も
料
理
の
う
ち

ー
も
う
一
度
、
　
“
お
い
し
い
ご
は

ん
作
り
”
の
コ
ツ
を
お
さ
ら
い
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
“
の
ん
び
り
”
と
“
お
湯
”
は

　
　
　
　
　
　
　
絶
対
に
禁
物

　
冬
の
寒
い
朝
、
米
を
と
ぐ
の
に
ア

ワ
立
て
器
を
使
っ
て
ゆ
っ
く
り
洗
っ

た
り
、
お
湯
を
使
っ
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

　
米
を
と
ぐ
と
き
、
の
ん
び
り
時
間

を
か
け
る
こ
と
と
、
お
湯
を
使
う
こ

と
は
絶
対
に
禁
物
で
す
。
の
ん
び
り

と
い
だ
り
、
お
湯
を
使
っ
て
と
い
だ

り
す
る
と
、
米
は
“
ぬ
か
臭
い
と
ぎ

汁
”
を
多
く
吸
っ
て
し
ま
い
、
ご
は

ん
の
昧
を
落
と
し
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。　
米
を
と
ぐ
と
き
は
、
最
初
は
水
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
で

大
き
く
二
～
三
回
か
き
ま
ぜ
て
、
大

ざ
っ
ぱ
に
粉
を
落
と
し
、
と
ぎ
汁
を

完
全
に
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
次
に
、

ま
ず
軽
ぐ
か
き
ま
ぜ
、
手
で
押
し
出

す
よ
う
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
と
ぎ
、
と

ぎ
上
げ
た
ら
水
で
す
す
ぎ
ま
す
。
す

す
ぎ
は
、
水
が
濁
ら
な
く
な
る
ま
で

三
回
ほ
ど
水
を
替
え
ま
す
。

　
食
事
の
時
間
ま
で
に
余
裕
が
あ
る

な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
三
十
分
ほ
ど
浸

し
て
お
く
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
古
米
と
新
米
で
違
う

　
　
　
　
　
　
「
水
か
げ
ん
」

　
水
か
げ
ん
は
、
米
の
質
や
好
み
に

よ
っ
て
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。
だ
い

た
い
の
目
安
は
、
普
通
米
が
米
の
量

の
二
割
増
し
、
新
米
が
一
割
増
し
、

そ
し
て
古
米
が
三
割
増
し
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
か
た
め
の

ご
は
ん
が
好
き
な
方
は
水
の
量
を
減

ら
し
、
や
わ
ら
か
め
が
好
き
な
方
は

水
の
量
を
増
や
し
ま
す
。

　
再
ス
イ
ッ
チ
で

　
　
　
ご
は
ん
を
“
焼
く
翁
”

　
お
い
し
い
ご
は
ん
を
炊
く
コ
ツ
の

総
仕
上
げ
は
、
“
ご
は
ん
を
焼
く
”
こ

と
で
す
。

　
ふ
つ
う
は
、
炊
飯
器
の
ス
イ
ッ
チ

が
切
れ
た
後
、
数
分
間
蒸
ら
し
て
「
ハ

イ
、
で
き
あ
が
り
」
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
お
い
し
い
ご
は
ん
に
す
る

た
め
に
は
、
こ
こ
で
も
う
一
度
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
て
ご
は
ん
を
“
焼
い
て
”

み
て
く
だ
さ
い
。

　
再
ス
イ
ッ
チ
は
、
三
分
ぐ
ら
い
で

自
動
的
に
切
れ
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま

十
～
十
五
分
ぐ
ら
い
蒸
ら
し
て
お
く

と
、
ふ
っ
く
ら
し
た
お
い
し
い
ご
は

ん
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。



”1“1“”1【7】1””lll””ll”II”II”1”ll””ll””ll”Ill”1”ll””ll“”III”III”””llll”ll”lllll”1”1””ll“ll”llll””1”1””1”1”llII”lllIllllll“llll”IIll広報まつのやま　Nα9411”lmIll”1川III

▲町営バス運行

　赤字路線のため民営バスの中立山など

3路線が3月末で廃止となり、4月から

スクールバスを利用して町営バスを運行

した。　（写真は最後の定期バスを見送る

中立山地区の人達）

1983年
観真でみる

▲伝統芸能の歌舞伎復活

　30数年ぶりに「上川手歌舞伎」と「水梨歌舞伎」が復活、郷土の伝統芸能

の灯がともった。

　9月3日の秋祭に水梨歌舞伎が、10月29日の芸能祭で上川手歌舞伎がお披

露目（写真は水梨歌舞伎の皆さん）

　
4
月
県
議
選
、
6
月
参
院
選
、
8
月
町
長
・
町
議
選
、
1
2
月
衆
院
選
が

行
わ
れ
選
挙
の
年
と
な
る
。

　
任
期
満
了
に
よ
る
8
月
の
町
長
・
町
議
選
は
、
そ
れ
ぞ
れ
無
投
票
当
選

と
な
る
。

〈
選
挙
の
当
り
年
（
4
回
選
挙
）

▼留山ダムの定礎式

　7月29日君知事を迎え県営かんがい排水事業の

留山ダムの定礎式が行われた。
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おも。なでさご慰。

▲縫製工場が進出

女性肌着メーカーの縫製工場が三省農工団地に進出、10月15日から

操業を開始した。

▼葛飾と松之山の交流

　小日向葛飾区長が旧制中学の教師であった時、村山町長が教え子であ

ったことが縁で両町の友好を深めていくことになった。

　7月には堀切菖蒲園から800株の菖蒲を大厳寺高原に移植して分園が

出来、8月には30人の子供達が町を訪れ交歓会が、11月には菖蒲のお礼

として町の木「ブナ」の若木10本を贈った。　（写真は7月15日葛飾区公

園課の指導で菖蒲の株が植えられた）

▲スキー場オーブン

第1ペアリフト約700m第2リフト約500mと

2万5，000㎡のゲレンデが12月3日竣工。

松之山温泉も四季を通じ誘客の促進が期待

されている。

（写真は第1リフト頂上附近）

レ
大
厳
寺
高
原
に
ブ
ロ
ン
ズ
像

　
6
月
1
7
日
ブ
ロ
ン
ズ
像
．
燭
．
」
の
除
幕
式
が
作
者
の
千
野
茂
氏
（
国
画

会
会
員
）
を
迎
え
行
わ
れ
た
。

　
若
い
女
性
を
モ
デ
ル
に
し
た
高
さ
一
・
六
メ
ー
ト
ル
の
像
が
大
厳
寺
高

原
・
不
動
池
の
ほ
と
り
に
建
つ
。

ー
ト
霧
ー
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4
月
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、
6
月
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月
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の
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女性肌着メーカーの縫製工場が三省農工団地に進出、10月15日から
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▼葛飾と松之山の交流

　小日向葛飾区長が旧制中学の教師であった時、村山町長が教え子であ

ったことが縁で両町の友好を深めていくことになった。

　7月には堀切菖蒲園から800株の菖蒲を大厳寺高原に移植して分園が

出来、8月には30人の子供達が町を訪れ交歓会が、11月には菖蒲のお礼

として町の木「ブナ」の若木10本を贈った。　（写真は7月15日葛飾区公

園課の指導で菖蒲の株が植えられた）

▲スキー場オーブン

第1ペアリフト約700m第2リフト約500mと

2万5，000㎡のゲレンデが12月3日竣工。

松之山温泉も四季を通じ誘客の促進が期待

されている。
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学校田で収穫した米で

、
ミ
ツ
ノ
教
育
振
興
財
団
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
9
9
冊
の
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
松
里
小
学
校
に
こ
の
ほ
ど
東
京
の

ミ
ツ
ノ
教
育
振
興
財
団
か
ら
九
十
九

冊
の
本
が
届
き
、
子
供
達
を
喜
こ
ば

せ
た
。

　
、
、
、
ツ
ノ
教
育
振
興
財
団
の
「
優
良

図
書
寄
贈
事
業
」
は
今
年
で
四
回
目

を
迎
え
、
全
国
の
小
中
学
校
約
八
十

校
の
応
募
の
中
か
ら
「

へ
き
地
の
子

供
が
よ
い
本
を
た
く
さ
ん
読
む
こ
と

に
よ
り
、
創
造
的
で
人
間
性
ゆ
た
か

な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願

い
で
松
里
小
学
校
が
選
ば
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　
学
校
で
は
こ
の
本
を
活
用
し
て
十

一
月
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
を

秋
の
読
書
旬
間
と
決
め
①
本
を
た
く

さ
ん
読
む
②
自
分
に
合
っ
た
本
を
読

み
、
よ
い
感
想
を
も
つ
③
テ
レ
ビ
を

消
し
て
「
一
日
二
十
分
間
読
書
」
を

す
る
。
な
る
べ
く
家
の
人
と
も
一
緒

に
読
む
④
読
書
を
通
じ
て
“
思
い
や

り
の
心
、
正
し
い
判
断
力
”
な
ど
豊

か
な
心
を
育
て
る
。
を
目
標
に
実
施

し
た
。

　
浦
田
小
学
校
で
は
今
年
か
ら
勤
労

体
験
学
習
に
と
「
米
づ
く
り
」
を
実

施
し
、
六
十
キ
ロ
の
も
ち
米
を
収
穫

し
た
。

　
十
一
月
三
日
午
前
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
達
と
い
っ
し
ょ
に
こ
の
米
で

も
ち
を
つ
き
収
穫
祭
を
や
っ
た
。
子

供
達
は
田
植
や
稲
刈
り
で
ど
ろ
ん
こ

に
な
っ
た
農
作
業
の
苦
労
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
ぞ
う
煮
も
ち
を
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
た
。

　
午
後
か
ら
の
学
習
発
表
会
で
五
年

生
が
こ
の
「
米
づ
く
り
体
験
発
表
」

を
し
、
ま
た
各
学
年
の
音
楽
や
人
形

劇
・
科
学
研
究
な
ど
を
父
兄
と
一
緒

に
楽
し
ん
だ
。

ジ
ユ

ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
会

　
町
ス
キ
ー
協
会
な
ど
で
は
、
松
之

山
温
泉
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
を
契
機

に
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
を
結
成
し
て
、
小
中
高
校
生
の

指
導
育
成
を
す
る
こ
と
に
な
り
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
主
催
は
町
教
育
委
員
会
、
町
教
員

協
議
会
、
町
体
育
協
会
、
町
ス
キ
ー

協
会
で
管
理
責
任
は
松
之
山
温
泉
ス

キ
ー
学
校
が
行
な
い
ま
す
。

　
ス
キ
ー
技
術
の
向
上
と
ス
キ
ー
を

と
お
し
て
青
少
年
の
心
身
の
健
全
育

成
を
目
的
に
町
内
の
小
中
学
生
、
高

校
生
を
対
象
に
町
の
ス
キ
ー
場
を
活

　
　
　
員
募
集

用
し
、
土
、
日
曜
の
週
末
と
年
末
年

始
の
冬
休
み
に
指
導
を
し
ま
す
。

　
リ
フ
ト
券
は
優
待
券
が
適
用
に
な

り
ま
す
が
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入
、

ス
キ
ー
場
ま
で
の
交
通
は
各
自
に
て

集
合
し
て
頂
き
ま
す
が
指
導
料
は
無

料
。　
申
し
込
み
は
各
学
校
の
担
当
の
先

生
ま
た
は
町
ス
キ
ー
協
会
会
長
柳
靖

治
（
含
六
－
二
五
二
五
）
へ
十
二
月

二
十
五
日
ま
で
に
。

　
現
在
三
名
の
方
が
県
指
定
選
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

劉
織
叡
燦
鯉
翻
鍵
鞠

　
冬
期
酔
颪
で
実
権

　
十
二
月
か
ら
ゴ
ミ
の
収
集
が
冬
期

計
画
に
変
わ
り
ま
し
た
。
収
集
日
の

変
更
や
収
集
を
休
止
す
る
部
落
が
あ

り
ま
す
の
で
、
年
間
計
画
表
で
収
集

日
を
確
認
し
て
か
ら
ゴ
ミ
を
出
し
て

下
さ
い
。

　
な
お
、
不
燃
物
（
危
険
物
）
は
十

二
月
か
ら
来
年
四
月
ま
で
の
冬
期
間

は
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、
春
ま
で
保

管
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

12

月
1
7
日
（
土
）
　
　
　
指
定
休
日

（
蠣
器
麓
糠
毒

1
月
1
4
日
（
土
）
　
　
　
指
定
休
日
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風
景
入
鞘
影
剛
刷

松
之
山
郵
便
局

　
松
之
山
郵
便
局
で
は
十
二
月
一
日

か
ら
風
景
入
り
通
信
日
付
印
の
使
用

を
開
始
し
た
。

　
こ
の
印
は
直
経
三
・
六
セ
ン
チ
で

松
之
山
温
泉
風
景
と
ス
ミ
ぬ
り
祭
を

、
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
使
用
開
始
を
記
念
し
て
台
紙

も
作
成
さ
れ
一
部
二
〇
〇
円
で
発
売

さ
れ
て
い
る
。

　
申
し
込
み
は
松
之
山
郵
便
局
郵
趣

係
へ
。

葛
飾
（

欝
欝
灘
灘
麟
樹

　
東
京
・
葛
飾
区
の
堀
切
菖
蒲
園
か

ら
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
ア
ヤ
メ
合
せ
て

八
百
株
を
譲
り
受
け
、
七
月
大
厳
寺

高
原
に
「
分
園
」
が
出
来
た
。
こ
の

菖
蒲
の
お
礼
に
町
の
木
「
ブ
ナ
」
を
、

こ
の
ほ
ど
葛
飾
区
に
贈
り
同
区
立
の

公
園
に
植
樹
さ
れ
た
。

　
贈
っ
た
ブ
ナ
は
、
大
厳
寺
高
原
の

町
有
林
で
育
っ
た
樹
齢
二
十
年
位
（
直

径
約
十
セ
ン
チ
）
の
若
木
十
本
で
、

十
一
月
八
日
区
役
所
近
く
の
青
戸
公

園
に
植
樹
し
た
。
木
の
前
に
は
「
新

潟
県
松
之
山
町
交
流
記
念
樹
」
と
書

か
れ
た
ク
イ
が
打
た
れ
た
。

　
同
区
の
公
園
課
で
は
「
弓
な
り
に

曲
が
っ
た
根
元
は
、
雪
国
育
ち
を
物

語
り
、
風
雪
に
耐
え
て
き
た
自
然
た

っ
ぷ
り
の
木
だ
」
大
切
に
育
て
区
民

の
憩
い
の
場
に
し
た
い
と
話
し
て
い

た
。

　
　
ノ
将

鱒

　
　
　
－
・
薄
．
騒
詔
’
餌
肇
賜
講
饗
鑓
念
・

　
ふ
る
里
松
之
山
ク
ラ
ブ
（
耳
木
菟

グ
ル
ー
プ
）
初
の
総
会
が
、
こ
の
ほ

ど
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。
経
過
報
告
の
後
、
代
表
者
と
モ

ニ
タ
ー
の
選
任
を
行
な
い
、
会
長
に

千
野
茂
氏
（
東
京
都
）
副
会
長
に
山

騰
　
・
騒
－
，
耀
氏

田
稔
氏
（
新
潟
市
）
、
　
モ
ニ
タ
ー
に

会
員
番
号
七
の
つ
く
十
名
を
決
め
た
。

　
こ
の
特
定
分
収
林
事
業
（
ふ
る
里

の
森
）
は
、
全
国
緑
化
推
進
委
員
と

県
の
指
導
を
受
け
、
二
十
年
か
ら
二

十
五
年
後
に
伐
採
で
き
る
町
有
林
を

選
び
材
積
調
査
に
よ
り
、
一
口
当
り

三
十
万
円
の
額
を
決
め
百
人
の
会
員

を
募
集
し
た
。

　
会
費
と
利
子
で
、
こ
の
杉
林
の
保

育
管
理
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
今
年

は
雪
害
木
の
整
理
と
除
間
代
を
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
百
万
円
。
オ
ウ
レ
ン
（
三

年
生
の
苗
「
薬
草
」
）
の
植
栽
を
三
十

万
円
で
実
施
し
た
。
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、

棄か瞭

不足すると

　　　怖い「壊血病』

ビタミンCの働き

　ビタミンCには、毛細血管、歯、軟骨など

を強くする働きがあります。また、シミやソ

バカスの原因となるメラニン色素ができるの

を防ぎ、紫外線に対する皮膚の抵抗力を強く

します。

　最近ではこのビタミンCに、がんになりに

くくなる「抗がん効果」があるといわれ、薬

のように飲んでいる人もいます。別名を「ア

スコルビン酸」といいます。

不足するとどうなるか

　欠乏症の代表例は「壊血病」です。皮膚の

下で出血してアザになったり、体のいたる所

から出血するこの病気は、長い航海をする船

乗りたちに恐れられていました。生野菜や果

物があまり食べられなかったためです。

v◎轟燈璽

　さらに、ビタミンCの不足は、傷や骨折の

治りを遅くしたり、カゼやストレスに対する

抵抗力を弱めます。

どんな食晶に含まれるか

　ビタミンCは体の中でつくられませんから、

食品からとる必要があります。ビタミンCが

多く含まれる食品は野菜や果物です。ホウレ

ン草、サラダ菜などの緑黄色野菜やその他の

新鮮な野菜、それにミカン、イチゴなどの果

物をたくさん食べましょう。1日の所要量は

他のビタミンに比べるとはるかに多く、成人

で50ミリグラムです。

摂取するときの注意

　ビタミンCは水に溶けやすく、あまり空気

にさらしておくと酸化され効力がなくなりま

す。

　野菜や果物はすばやく洗い、できるだけ早

く食べましょう。また、生のまま保存してお

くときはなるべく低温な場所に。
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学校田で収穫した米で

、
ミ
ツ
ノ
教
育
振
興
財
団
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
9
9
冊
の
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
松
里
小
学
校
に
こ
の
ほ
ど
東
京
の

ミ
ツ
ノ
教
育
振
興
財
団
か
ら
九
十
九

冊
の
本
が
届
き
、
子
供
達
を
喜
こ
ば

せ
た
。

　
、
、
、
ツ
ノ
教
育
振
興
財
団
の
「
優
良

図
書
寄
贈
事
業
」
は
今
年
で
四
回
目

を
迎
え
、
全
国
の
小
中
学
校
約
八
十

校
の
応
募
の
中
か
ら
「

へ
き
地
の
子

供
が
よ
い
本
を
た
く
さ
ん
読
む
こ
と

に
よ
り
、
創
造
的
で
人
間
性
ゆ
た
か

な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願

い
で
松
里
小
学
校
が
選
ば
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　
学
校
で
は
こ
の
本
を
活
用
し
て
十

一
月
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
を

秋
の
読
書
旬
間
と
決
め
①
本
を
た
く

さ
ん
読
む
②
自
分
に
合
っ
た
本
を
読

み
、
よ
い
感
想
を
も
つ
③
テ
レ
ビ
を

消
し
て
「
一
日
二
十
分
間
読
書
」
を

す
る
。
な
る
べ
く
家
の
人
と
も
一
緒

に
読
む
④
読
書
を
通
じ
て
“
思
い
や

り
の
心
、
正
し
い
判
断
力
”
な
ど
豊

か
な
心
を
育
て
る
。
を
目
標
に
実
施

し
た
。

　
浦
田
小
学
校
で
は
今
年
か
ら
勤
労

体
験
学
習
に
と
「
米
づ
く
り
」
を
実

施
し
、
六
十
キ
ロ
の
も
ち
米
を
収
穫

し
た
。

　
十
一
月
三
日
午
前
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
達
と
い
っ
し
ょ
に
こ
の
米
で

も
ち
を
つ
き
収
穫
祭
を
や
っ
た
。
子

供
達
は
田
植
や
稲
刈
り
で
ど
ろ
ん
こ

に
な
っ
た
農
作
業
の
苦
労
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
ぞ
う
煮
も
ち
を
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
た
。

　
午
後
か
ら
の
学
習
発
表
会
で
五
年

生
が
こ
の
「
米
づ
く
り
体
験
発
表
」

を
し
、
ま
た
各
学
年
の
音
楽
や
人
形

劇
・
科
学
研
究
な
ど
を
父
兄
と
一
緒

に
楽
し
ん
だ
。

ジ
ユ

ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
会

　
町
ス
キ
ー
協
会
な
ど
で
は
、
松
之

山
温
泉
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
を
契
機

に
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
を
結
成
し
て
、
小
中
高
校
生
の

指
導
育
成
を
す
る
こ
と
に
な
り
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
主
催
は
町
教
育
委
員
会
、
町
教
員

協
議
会
、
町
体
育
協
会
、
町
ス
キ
ー

協
会
で
管
理
責
任
は
松
之
山
温
泉
ス

キ
ー
学
校
が
行
な
い
ま
す
。

　
ス
キ
ー
技
術
の
向
上
と
ス
キ
ー
を

と
お
し
て
青
少
年
の
心
身
の
健
全
育

成
を
目
的
に
町
内
の
小
中
学
生
、
高

校
生
を
対
象
に
町
の
ス
キ
ー
場
を
活

　
　
　
員
募
集

用
し
、
土
、
日
曜
の
週
末
と
年
末
年

始
の
冬
休
み
に
指
導
を
し
ま
す
。

　
リ
フ
ト
券
は
優
待
券
が
適
用
に
な

り
ま
す
が
傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入
、

ス
キ
ー
場
ま
で
の
交
通
は
各
自
に
て

集
合
し
て
頂
き
ま
す
が
指
導
料
は
無

料
。　
申
し
込
み
は
各
学
校
の
担
当
の
先

生
ま
た
は
町
ス
キ
ー
協
会
会
長
柳
靖

治
（
含
六
－
二
五
二
五
）
へ
十
二
月

二
十
五
日
ま
で
に
。

　
現
在
三
名
の
方
が
県
指
定
選
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

劉
織
叡
燦
鯉
翻
鍵
鞠

　
冬
期
酔
颪
で
実
権

　
十
二
月
か
ら
ゴ
ミ
の
収
集
が
冬
期

計
画
に
変
わ
り
ま
し
た
。
収
集
日
の

変
更
や
収
集
を
休
止
す
る
部
落
が
あ

り
ま
す
の
で
、
年
間
計
画
表
で
収
集

日
を
確
認
し
て
か
ら
ゴ
ミ
を
出
し
て

下
さ
い
。

　
な
お
、
不
燃
物
（
危
険
物
）
は
十

二
月
か
ら
来
年
四
月
ま
で
の
冬
期
間

は
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、
春
ま
で
保

管
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

12

月
1
7
日
（
土
）
　
　
　
指
定
休
日

（
蠣
器
麓
糠
毒

1
月
1
4
日
（
土
）
　
　
　
指
定
休
日
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風
景
入
鞘
影
剛
刷

松
之
山
郵
便
局

　
松
之
山
郵
便
局
で
は
十
二
月
一
日

か
ら
風
景
入
り
通
信
日
付
印
の
使
用

を
開
始
し
た
。

　
こ
の
印
は
直
経
三
・
六
セ
ン
チ
で

松
之
山
温
泉
風
景
と
ス
ミ
ぬ
り
祭
を

、
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
使
用
開
始
を
記
念
し
て
台
紙

も
作
成
さ
れ
一
部
二
〇
〇
円
で
発
売

さ
れ
て
い
る
。

　
申
し
込
み
は
松
之
山
郵
便
局
郵
趣

係
へ
。

葛
飾
（

欝
欝
灘
灘
麟
樹

　
東
京
・
葛
飾
区
の
堀
切
菖
蒲
園
か

ら
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
ア
ヤ
メ
合
せ
て

八
百
株
を
譲
り
受
け
、
七
月
大
厳
寺

高
原
に
「
分
園
」
が
出
来
た
。
こ
の

菖
蒲
の
お
礼
に
町
の
木
「
ブ
ナ
」
を
、

こ
の
ほ
ど
葛
飾
区
に
贈
り
同
区
立
の

公
園
に
植
樹
さ
れ
た
。

　
贈
っ
た
ブ
ナ
は
、
大
厳
寺
高
原
の

町
有
林
で
育
っ
た
樹
齢
二
十
年
位
（
直

径
約
十
セ
ン
チ
）
の
若
木
十
本
で
、

十
一
月
八
日
区
役
所
近
く
の
青
戸
公

園
に
植
樹
し
た
。
木
の
前
に
は
「
新

潟
県
松
之
山
町
交
流
記
念
樹
」
と
書

か
れ
た
ク
イ
が
打
た
れ
た
。

　
同
区
の
公
園
課
で
は
「
弓
な
り
に

曲
が
っ
た
根
元
は
、
雪
国
育
ち
を
物

語
り
、
風
雪
に
耐
え
て
き
た
自
然
た

っ
ぷ
り
の
木
だ
」
大
切
に
育
て
区
民

の
憩
い
の
場
に
し
た
い
と
話
し
て
い

た
。

　
　
ノ
将

鱒

　
　
　
－
・
薄
．
騒
詔
’
餌
肇
賜
講
饗
鑓
念
・

　
ふ
る
里
松
之
山
ク
ラ
ブ
（
耳
木
菟

グ
ル
ー
プ
）
初
の
総
会
が
、
こ
の
ほ

ど
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。
経
過
報
告
の
後
、
代
表
者
と
モ

ニ
タ
ー
の
選
任
を
行
な
い
、
会
長
に

千
野
茂
氏
（
東
京
都
）
副
会
長
に
山

騰
　
・
騒
－
，
耀
氏

田
稔
氏
（
新
潟
市
）
、
　
モ
ニ
タ
ー
に

会
員
番
号
七
の
つ
く
十
名
を
決
め
た
。

　
こ
の
特
定
分
収
林
事
業
（
ふ
る
里

の
森
）
は
、
全
国
緑
化
推
進
委
員
と

県
の
指
導
を
受
け
、
二
十
年
か
ら
二

十
五
年
後
に
伐
採
で
き
る
町
有
林
を

選
び
材
積
調
査
に
よ
り
、
一
口
当
り

三
十
万
円
の
額
を
決
め
百
人
の
会
員

を
募
集
し
た
。

　
会
費
と
利
子
で
、
こ
の
杉
林
の
保

育
管
理
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
今
年

は
雪
害
木
の
整
理
と
除
間
代
を
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
百
万
円
。
オ
ウ
レ
ン
（
三

年
生
の
苗
「
薬
草
」
）
の
植
栽
を
三
十

万
円
で
実
施
し
た
。

”II”1”餌1【9】

、

棄か瞭

不足すると

　　　怖い「壊血病』

ビタミンCの働き

　ビタミンCには、毛細血管、歯、軟骨など

を強くする働きがあります。また、シミやソ

バカスの原因となるメラニン色素ができるの

を防ぎ、紫外線に対する皮膚の抵抗力を強く

します。

　最近ではこのビタミンCに、がんになりに

くくなる「抗がん効果」があるといわれ、薬

のように飲んでいる人もいます。別名を「ア

スコルビン酸」といいます。

不足するとどうなるか

　欠乏症の代表例は「壊血病」です。皮膚の

下で出血してアザになったり、体のいたる所

から出血するこの病気は、長い航海をする船

乗りたちに恐れられていました。生野菜や果

物があまり食べられなかったためです。

v◎轟燈璽

　さらに、ビタミンCの不足は、傷や骨折の

治りを遅くしたり、カゼやストレスに対する

抵抗力を弱めます。

どんな食晶に含まれるか

　ビタミンCは体の中でつくられませんから、

食品からとる必要があります。ビタミンCが

多く含まれる食品は野菜や果物です。ホウレ

ン草、サラダ菜などの緑黄色野菜やその他の

新鮮な野菜、それにミカン、イチゴなどの果

物をたくさん食べましょう。1日の所要量は

他のビタミンに比べるとはるかに多く、成人

で50ミリグラムです。

摂取するときの注意

　ビタミンCは水に溶けやすく、あまり空気

にさらしておくと酸化され効力がなくなりま

す。

　野菜や果物はすばやく洗い、できるだけ早

く食べましょう。また、生のまま保存してお

くときはなるべく低温な場所に。
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トン大作戦

拾った『あき缶』

4tトラック1台

　
「
み
ん
な
の
力
で
我
々
の
町
を
き

れ
い
に
」
を
合
言
葉
に
、
さ
る
十
一

月
五
日
、
町
内
一
斉
の
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
の
主
唱
の
も
と
町
青
年
団
が

主
管
と
な
り
町
連
合
婦
人
会
並
び
に

町
内
小
・
中
学
生
、
高
校
生
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
今
回
初
め

て
実
施
さ
れ
た
。

　
最
近
と
く
に
、
心
も
と
な
い
人
に

よ
り
道
路
上
に
空
き
缶
が
投
げ
捨
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
残

念
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
空

き
缶
の
投
げ
捨
て
防
止
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
何
と
か
我
々
の
町
か

ら
こ
れ
を
な
く
し
、
明
る
い
き
れ
い

な
町
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
今
回
の

清
掃
活
動
が
計
画
さ
れ
た
。

　
久
々
の
秋
晴
れ
の
こ
の
日
、
小
学

生
か
ら
お
年
寄
ま
で
延
七
〇
〇
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
各
地
域
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
班
編
成
が
お
こ
な
わ
れ
た

の
ち
清
掃
活
動
に
入
っ
た
。
一
時
間

半
と
短
か
い
時
間
で
し
た
が
、
何
と

四
t
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
も
の
量
の
ゴ

ミ
が
拾
い
集
め
ら
れ
た
。
参
加
し
た

人
も
こ
の
ゴ
ミ
の
量
の
多
さ
に
ビ
ッ

ク
リ
し
た
様
子
。

　
こ
れ
で
、
道
路
上
の
ゴ
ミ
も
な
く

な
り
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
空
き
缶
等
の
投
げ
捨

て
が
な
く
な
る
よ
う
み
ん
な
で
注
意

し
、
協
力
し
合
っ
て
明
る
い
き
れ
い

な
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。

　
今
回
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

た
い
へ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

県
縦
断
駅
伝
大
会

　
　
、
．
漁
相
沢
幸
“
選
藁
薦
松
高
）
健
闘

　
第
三
十
六
回
県
縦
断
駅
伝
大
会
が

十
一
月
十
二
・
十
三
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
た
。

　
新
井
市
か
ら
新
潟
市
ま
で
二
〇
二
・

ニ
キ
ロ
を
郡
市
対
抗
で
二
十
五
チ
ー

ム
が
出
場
、
東
頸
チ
ー
ム
は
昨
年
は

五
位
て
し
た
が
今
年
は
主
力
選
手
が

欠
場
の
た
め
十
一
位
に
終
っ
た
。

　
こ
の
大
会
に
安
塚
高
校
松
之
山
分

校
か
ら
一
年
生
の
相
沢
幸
一
さ
ん
（
水

梨
）
が
最
終
区
間
に
出
場
し
十
二
・

九
キ
ロ
を
四
十
三
分
三
十
三
秒
で
力

走
し
四
位
の
好
成
績
を
あ
げ
た
。

　
ま
た
補
員
と
し
て
同
校
の
村
山
康
・

小
野
塚
覚
・
佐
藤
正
利
の
三
人
が
出

場
し
た
。

．
鐸
纒
灘
騰
灘
欝
）

　
去
る
十
月
三
十
日
東
京
国
立
陸
上

競
技
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
ジ
ュ

ニ
ア
オ
ワ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
、
松
之

山
中
学
校
相
沢
義
和
さ
ん
（
下
蝦
池
）

は
三
千
メ
ー
ト
ル
に
出
場
し
堂
々
三

位
に
入
賞
し
た
。

　
先
に
行
わ
れ
た
全
日
本
中
学
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
で
出
し
た
自
己
の

記
録
を
十
四
秒
も
上
回
る
八
分
五
〇

秒
五
五
と
い
う
好
記
録
だ
っ
た
。
わ

ず
か
○
秒
三
六
の
差
で
優
勝
は
の
が

し
た
も
の
の
、
全
国
の
強
豪
を
相
手

に
立
派
な
成
績
で
あ
っ
た
。
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

柳
隆
穆
ん
（
繊
　
螺
璽

　
　
　
　
　
　
　
、
オ
ー
壕
麟
曝
驚
磯
遠
征

　
い
よ
い
よ
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
や

っ
て
来
ま
し
た
。
町
の
ス
キ
ー
場
建

設
に
よ
り
、
ス
キ
i
選
手
の
育
成
等

に
も
力
を
入
れ
て
行
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
た

び
全
日
本
ス
キ
！
連
盟
甲
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
（
新
潟
・
長
野
・
山
梨
）
の
海

外
遠
征
に
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
の

柳
隆
晃
さ
ん
（
湯
本
）
が
選
ば
れ
た
。

　
こ
れ
は
過
去
の
成
績
等
に
よ
り
こ

れ
か
ら
の
新
潟
県
ス
キ
ー
界
を
背
負

っ
て
ゆ
く
選
手
と
し
て
県
内
で
五
名

が
選
ば
れ
た
も
の
で
、
遠
征
の
期
間

は
十
一
月
十
八
日
か
ら
十
二
月
五
日

ま
で
の
約
二
週
間
、
オ
；
ス
ト
リ
ア

で
合
宿
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
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第1回

親
灘
潔
瀦
瀞
鱗

　
　
欝
・
、
優
勝
瓢
藁
省
チ
’
鵬
ム

　
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
親
と
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
、
心
身
と
も
に
健
全

な
青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
十
月
二
十
二
日
第
一
回
目
の
親

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
た
。

　
教
育
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
各
地
区

の
小
中
学
生
、
父
兄
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
た
六
チ
ー
ム
で
試
合
が
行
わ
れ

た
。　
浦
田
チ
ー
ム
は
、
小
学
生
と
お
母

さ
ん
だ
け
の
チ
；
ム
で
笑
い
声
の
た

え
な
い
楽
し
い
試
合
を
見
せ
て
く
れ

た
。
各
チ
ー
ム
と
も
フ
ァ
イ
ン
プ
レ

ー
あ
り
珍
プ
レ
ー
あ
り
の
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ

た
。　
決
勝
戦
は
三
省
チ
ー
ム
と
湯
山
チ

ー
ム
と
な
り
一
対
一
で
迎
え
た
最
終

回
裏
、
三
省
チ
ー
ム
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
で
試
合
終
了
と
な
っ
た
。

▽
優
勝
　
　
　
　
三
省
チ
ー
ム

▽
準
優
勝
　
　
　
　
　
湯
山
チ
ー
ム

▽
三
　
位
　
　
　
　
　
布
川
チ
ー
ム

　
　
〃
　
　
　
　
　
松
里
チ
ー
ム

△
羅嚢ピ

占
、
強

　
十
一
月
十
三
日
小
雨
降
る
肌
寒
い

な
か
、
小
学
生
か
ら
壮
年
ま
で
百
十
余

名
の
選
手
が
参
加
し
た
マ
ン
モ
ス
ピ

ン
ポ
ン
大
会
が
町
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
。

　
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た

卓
球
台
に
向
い
各
選
手
の
熱
戦
が
展

開
ざ
れ
た
が
、
結
果
は
昨
年
同
様
浦

田
小
・
中
学
生
が
上
位
を
独
占
し
、

圧
到
的
な
強
さ
を
見
せ
た
。

▽
小
学
生

　
①
石
塚
　
　
陽
（
浦
田
小
）

　
②
本
山
　
武
男
（
浦
田
小
）

　
③
相
沢
　
一
文
（
三
省
小
）

優勝した三省チーム

▽
中
学
男
子

①
本
山
　
信
幸
（
浦
田
中
）

②
山
口
正
次
郎
（
浦
田
中
）

③
丸
山
進
一
郎
（
浦
田
中
）

▽
中
学
女
子

①
佐
藤
た
み
子
（
浦
田
中
）

　
②
石
塚
み
さ
子
（
浦
田
中
）

③
福
原
い
せ
子
（
松
之
山
中
）

▽
一
般
・
高
校
（
女
子
）

①
佐
藤
　
二
美
（
浦
　
田
）

②
高
沢
真
理
子
（
湯
　
本
）

③
高
橋
ト
モ
子
（
天
水
島
）

▽
一
般
・
高
校
（
男
子
）

①
村
山
　
一
雄
（
湯
　
本
）

　
②
佐
藤
　
　
強
（
天
水
越
）

　
③
久
保
田
吉
弘
（
浦
　
田
）

▽
一
般

　
①
佐
藤
　
三
雄
（
浦
　
田
）

　
②
本
山
　
利
明
（
浦
　
田
）

　
③
渡
辺
　
政
利
（
湯
　
山
）

第2回

町
巌
杯
簿
灘
畢
廷
凱
珠
会
、

　
第
二
回
町
長
杯
争
奪
テ
ニ
ス
大
会

が
十
一
月
三
日
、
今
秋
に
は
め
ず
ら

し
く
晴
れ
わ
た
っ
た
大
厳
寺
高
原
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
大
会
も
二
回
目
を
迎
え
、
昨

年
と
は
う
っ
て
変
り
激
し
い
ラ
リ
ー

の
応
酬
な
ど
技
術
の
向
上
が
み
ら
れ

た
が
、
試
合
前
の
予
想
ど
お
り
若
さ

と
練
習
量
豊
富
な
高
校
生
チ
ー
ム
の

　
　
　
　
「

活
躍
が
特
に
目
立
っ
た
。

　
　
　
　
｝

▽
混
ム
R
ダ
ブ
ル
ス

　
①
相
沢
恵
一
・
樋
口
洋
子
組

　
②
小
山
　
清
・
難
波
圭
子
組

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
①
渡
辺
進
・
柳
　
一
成
組

　
②
村
山
　
修
・
柳
　
隆
晃
組

　
③
佐
藤
成
男
・
長
沢
伸
彦
組
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トン大作戦

拾った『あき缶』

4tトラック1台

　
「
み
ん
な
の
力
で
我
々
の
町
を
き

れ
い
に
」
を
合
言
葉
に
、
さ
る
十
一

月
五
日
、
町
内
一
斉
の
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
の
主
唱
の
も
と
町
青
年
団
が

主
管
と
な
り
町
連
合
婦
人
会
並
び
に

町
内
小
・
中
学
生
、
高
校
生
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
今
回
初
め

て
実
施
さ
れ
た
。

　
最
近
と
く
に
、
心
も
と
な
い
人
に

よ
り
道
路
上
に
空
き
缶
が
投
げ
捨
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
残

念
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
空

き
缶
の
投
げ
捨
て
防
止
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
何
と
か
我
々
の
町
か

ら
こ
れ
を
な
く
し
、
明
る
い
き
れ
い

な
町
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
今
回
の

清
掃
活
動
が
計
画
さ
れ
た
。

　
久
々
の
秋
晴
れ
の
こ
の
日
、
小
学

生
か
ら
お
年
寄
ま
で
延
七
〇
〇
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
各
地
域
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
班
編
成
が
お
こ
な
わ
れ
た

の
ち
清
掃
活
動
に
入
っ
た
。
一
時
間

半
と
短
か
い
時
間
で
し
た
が
、
何
と

四
t
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
も
の
量
の
ゴ

ミ
が
拾
い
集
め
ら
れ
た
。
参
加
し
た

人
も
こ
の
ゴ
ミ
の
量
の
多
さ
に
ビ
ッ

ク
リ
し
た
様
子
。

　
こ
れ
で
、
道
路
上
の
ゴ
ミ
も
な
く

な
り
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
空
き
缶
等
の
投
げ
捨

て
が
な
く
な
る
よ
う
み
ん
な
で
注
意

し
、
協
力
し
合
っ
て
明
る
い
き
れ
い

な
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。

　
今
回
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

た
い
へ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

県
縦
断
駅
伝
大
会

　
　
、
．
漁
相
沢
幸
“
選
藁
薦
松
高
）
健
闘

　
第
三
十
六
回
県
縦
断
駅
伝
大
会
が

十
一
月
十
二
・
十
三
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
た
。

　
新
井
市
か
ら
新
潟
市
ま
で
二
〇
二
・

ニ
キ
ロ
を
郡
市
対
抗
で
二
十
五
チ
ー

ム
が
出
場
、
東
頸
チ
ー
ム
は
昨
年
は

五
位
て
し
た
が
今
年
は
主
力
選
手
が

欠
場
の
た
め
十
一
位
に
終
っ
た
。

　
こ
の
大
会
に
安
塚
高
校
松
之
山
分

校
か
ら
一
年
生
の
相
沢
幸
一
さ
ん
（
水

梨
）
が
最
終
区
間
に
出
場
し
十
二
・

九
キ
ロ
を
四
十
三
分
三
十
三
秒
で
力

走
し
四
位
の
好
成
績
を
あ
げ
た
。

　
ま
た
補
員
と
し
て
同
校
の
村
山
康
・

小
野
塚
覚
・
佐
藤
正
利
の
三
人
が
出

場
し
た
。

．
鐸
纒
灘
騰
灘
欝
）

　
去
る
十
月
三
十
日
東
京
国
立
陸
上

競
技
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
ジ
ュ

ニ
ア
オ
ワ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
、
松
之

山
中
学
校
相
沢
義
和
さ
ん
（
下
蝦
池
）

は
三
千
メ
ー
ト
ル
に
出
場
し
堂
々
三

位
に
入
賞
し
た
。

　
先
に
行
わ
れ
た
全
日
本
中
学
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
で
出
し
た
自
己
の

記
録
を
十
四
秒
も
上
回
る
八
分
五
〇

秒
五
五
と
い
う
好
記
録
だ
っ
た
。
わ

ず
か
○
秒
三
六
の
差
で
優
勝
は
の
が

し
た
も
の
の
、
全
国
の
強
豪
を
相
手

に
立
派
な
成
績
で
あ
っ
た
。
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

柳
隆
穆
ん
（
繊
　
螺
璽

　
　
　
　
　
　
　
、
オ
ー
壕
麟
曝
驚
磯
遠
征

　
い
よ
い
よ
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
や

っ
て
来
ま
し
た
。
町
の
ス
キ
ー
場
建

設
に
よ
り
、
ス
キ
i
選
手
の
育
成
等

に
も
力
を
入
れ
て
行
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
た

び
全
日
本
ス
キ
！
連
盟
甲
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
（
新
潟
・
長
野
・
山
梨
）
の
海

外
遠
征
に
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
の

柳
隆
晃
さ
ん
（
湯
本
）
が
選
ば
れ
た
。

　
こ
れ
は
過
去
の
成
績
等
に
よ
り
こ

れ
か
ら
の
新
潟
県
ス
キ
ー
界
を
背
負

っ
て
ゆ
く
選
手
と
し
て
県
内
で
五
名

が
選
ば
れ
た
も
の
で
、
遠
征
の
期
間

は
十
一
月
十
八
日
か
ら
十
二
月
五
日

ま
で
の
約
二
週
間
、
オ
；
ス
ト
リ
ア

で
合
宿
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
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第1回

親
灘
潔
瀦
瀞
鱗

　
　
欝
・
、
優
勝
瓢
藁
省
チ
’
鵬
ム

　
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
親
と
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
、
心
身
と
も
に
健
全

な
青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
十
月
二
十
二
日
第
一
回
目
の
親

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
た
。

　
教
育
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
各
地
区

の
小
中
学
生
、
父
兄
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
た
六
チ
ー
ム
で
試
合
が
行
わ
れ

た
。　
浦
田
チ
ー
ム
は
、
小
学
生
と
お
母

さ
ん
だ
け
の
チ
；
ム
で
笑
い
声
の
た

え
な
い
楽
し
い
試
合
を
見
せ
て
く
れ

た
。
各
チ
ー
ム
と
も
フ
ァ
イ
ン
プ
レ

ー
あ
り
珍
プ
レ
ー
あ
り
の
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ

た
。　
決
勝
戦
は
三
省
チ
ー
ム
と
湯
山
チ

ー
ム
と
な
り
一
対
一
で
迎
え
た
最
終

回
裏
、
三
省
チ
ー
ム
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
で
試
合
終
了
と
な
っ
た
。

▽
優
勝
　
　
　
　
三
省
チ
ー
ム

▽
準
優
勝
　
　
　
　
　
湯
山
チ
ー
ム

▽
三
　
位
　
　
　
　
　
布
川
チ
ー
ム

　
　
〃
　
　
　
　
　
松
里
チ
ー
ム

△
羅嚢ピ

占
、
強

　
十
一
月
十
三
日
小
雨
降
る
肌
寒
い

な
か
、
小
学
生
か
ら
壮
年
ま
で
百
十
余

名
の
選
手
が
参
加
し
た
マ
ン
モ
ス
ピ

ン
ポ
ン
大
会
が
町
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
。

　
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た

卓
球
台
に
向
い
各
選
手
の
熱
戦
が
展

開
ざ
れ
た
が
、
結
果
は
昨
年
同
様
浦

田
小
・
中
学
生
が
上
位
を
独
占
し
、

圧
到
的
な
強
さ
を
見
せ
た
。

▽
小
学
生

　
①
石
塚
　
　
陽
（
浦
田
小
）

　
②
本
山
　
武
男
（
浦
田
小
）

　
③
相
沢
　
一
文
（
三
省
小
）

優勝した三省チーム

▽
中
学
男
子

①
本
山
　
信
幸
（
浦
田
中
）

②
山
口
正
次
郎
（
浦
田
中
）

③
丸
山
進
一
郎
（
浦
田
中
）

▽
中
学
女
子

①
佐
藤
た
み
子
（
浦
田
中
）

　
②
石
塚
み
さ
子
（
浦
田
中
）

③
福
原
い
せ
子
（
松
之
山
中
）

▽
一
般
・
高
校
（
女
子
）

①
佐
藤
　
二
美
（
浦
　
田
）

②
高
沢
真
理
子
（
湯
　
本
）

③
高
橋
ト
モ
子
（
天
水
島
）

▽
一
般
・
高
校
（
男
子
）

①
村
山
　
一
雄
（
湯
　
本
）

　
②
佐
藤
　
　
強
（
天
水
越
）

　
③
久
保
田
吉
弘
（
浦
　
田
）

▽
一
般

　
①
佐
藤
　
三
雄
（
浦
　
田
）

　
②
本
山
　
利
明
（
浦
　
田
）

　
③
渡
辺
　
政
利
（
湯
　
山
）

第2回

町
巌
杯
簿
灘
畢
廷
凱
珠
会
、

　
第
二
回
町
長
杯
争
奪
テ
ニ
ス
大
会

が
十
一
月
三
日
、
今
秋
に
は
め
ず
ら

し
く
晴
れ
わ
た
っ
た
大
厳
寺
高
原
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
大
会
も
二
回
目
を
迎
え
、
昨

年
と
は
う
っ
て
変
り
激
し
い
ラ
リ
ー

の
応
酬
な
ど
技
術
の
向
上
が
み
ら
れ

た
が
、
試
合
前
の
予
想
ど
お
り
若
さ

と
練
習
量
豊
富
な
高
校
生
チ
ー
ム
の

　
　
　
　
「

活
躍
が
特
に
目
立
っ
た
。

　
　
　
　
｝

▽
混
ム
R
ダ
ブ
ル
ス

　
①
相
沢
恵
一
・
樋
口
洋
子
組

　
②
小
山
　
清
・
難
波
圭
子
組

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
①
渡
辺
進
・
柳
　
一
成
組

　
②
村
山
　
修
・
柳
　
隆
晃
組

　
③
佐
藤
成
男
・
長
沢
伸
彦
組
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1
8
0
り
1

本
鋤
黎
議
襲
嚢
立

　
書
道
振
興
に
活

躍
し
多
く
の
門
下

生
を
育
て
た
、
故

本
山
白
峰
さ
ん
の

顕
彰
碑
の
除
幕
式

が
十
一
月
三
日
「
文

化
の
日
」
に
約
百

人
が
参
列
し
て
行

わ
れ
た
。

　
白
峰
さ
ん
は
、

大
正
十
一
年
（
二

十
三
歳
）
に
書
を

こ
こ
ろ
ざ
し
、
昭

和
五
＋
五
年
に
八

＋
歳
で
大
往
生
さ

れ
る
ま
で
、
日
展

の
前
身
で
あ
る
「
日
本
美
術
協
会
展
」

や
昭
和
の
初
め
日
本
の
二
大
書
道
展

と
い
わ
れ
て
い
た
「
泰
東
展
」
な
ど

各
種
全
国
展
に
入
賞
。
安
塚
高
校
松

之
山
分
校
の
書
道
講
師
を
約
二
十
年

勤
め
ら
れ
、
高
校
生
や
小
中
学
生
の

指
導
に
当
ら
れ
た
。

　
門
下
生
た
ち
が
「
書
道
一
筋
の
先

生
の
生
涯
の
労
苦
を
謝
し
霊
を
慰
め

た
い
」
と
浄
財
金
を
募
っ
て
、
北
浦

田
の
神
社
前
に
記
念
碑
を
建
立
し
た
。

　
台
石
の
高
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
、
塔

石
は
約
ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
メ
ー

ト
ル
の
大
き
な
も
の
で
、
碑
文
は
新

潟
大
学
名
誉
教
授
の
竹
内
臨
川
先
生

の
筆
に
よ
る
。

土敏鯉繋難、1
川苧蜷塵あ薗場整稀

　
川
手
地
区
（
上
川
手
、
下
川
手
）

で
は
土
地
改
良
し
機
械
化
に
よ
る
近

代
化
農
業
を
図
ろ
う
と
、
昭
和
五
十

二
年
か
ら
五
年
間
に
約
二
億
二
千
万

円
の
事
業
費
で
三
七
・
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
関
係
農
家
七
十
一
戸
）
の
圃
場

整
備
を
行
な
い
、
こ
の
た
び
換
地
請

算
が
終
り
工
事
の
竣
士
を
祝
っ
て
旧

川
手
分
校
の
跡
地
で
十
一
月
十
二
日

関
係
地
主
約
六
十
人
が
参
列
し
て
記

念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

　
記
念
碑
は
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
幅
一
、

五
メ
ー
ト
ル
、
国
務
大
臣
環
境
庁
長

官
、
梶
木
又
三
先
生
の
筆
に
よ
り
「
農

本
在
人
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

東
北
電
力
の

　
　
　
　
電
気
知
恵
袋

冷蔵庫

パ
ン
が
保
存
で
き
る

　
パ
ン
を
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
冷
凍
室

に
入
れ
て
お
き
ま
す
と
、
一
～
ニ
カ

月
な
ら
パ
ン
の
風
味
を
そ
こ
な
い
ま

せ
ん
。

　
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
け
ば
、
い
つ
も

と
同
じ
味
が
楽
し
め
ま
す
。

　
生
で
使
う
と
き
は
、
冷
凍
室
か
ら

出
し
て
二
〇
～
三
〇
分
く
ら
い
お
く

と
、
も
と
に
も
ど
り
ま
す
。

．
多超

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

凍
り
豆
腐
が

　
　
つ
く
れ
ま
す

　
豆
腐
に
熱
湯
を
か
け
二
～
三
分
お

き
ま
す
。
次
に
水
気
を
し
ぽ
り
冷
凍

室
で
凍
ら
せ
ま
す
。

　
い
た
だ
く
と
き
は
、
熱
湯
を
か
け

水
気
を
と
り
ま
し
ょ
う

　
豆
腐
の
ま
わ
り
が
黄
色
く
な
っ
て

い
て
も
溶
か
す
と
白
く
な
り
ま
す
か

ら
大
丈
夫
で
す
。

お
漬
物
も
お
い
し
く
保
存

　
み
そ
漬
な
ど
、
お
漬
物
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
小
皿
に
分
け
て
冷
凍
室
に
入
れ
て

お
け
ば
、
漬
け
す
ぎ
に
な
ら
ず
、
お

い
し
く
保
存
で
き
ま
す
。

　
適
当
に
冷
え
る
う
え
に
、
漬
物
独

特
の
歯
ご
た
え
が
長
持
ち
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
け
お

鋸影．
嬢
聴

一
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i
　
　
　
　
屋

　
】

　
　
　
　
　
　
　
　
巨

59

年
3
月
に
五
巻
の
刊
行

一

県
政
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

意
4
主馬馬
」

一
｝
こ
結

ク
　
　
与
・

〃
　
　
●
　
9
0
　
　
。

・
杢
．

　
　
・
価
■
■
雪
■
■
■
甲

　
新
潟
県
が
立
県
百
年
の
記
念
事
業

と
し
て
、
編
さ
ん
を
進
め
て
い
る
「
新

潟
県
史
」
は
、
昨
年
度
に
続
い
て
、

幕
末
編

○
資
料
編
1
2
・
近
世
七
、

○
資
料
編
1
8
・
近
世
六
、 五
、
〇
五
〇
円

県
で
は
、

望
を
お
聞
き
す
る
た
め
に
、

ら
県
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
要

利
用
い
た
だ
け
る
県
政
ポ
ス
ト

広
く
県
民
の
皆
さ
ん
か

　
　
　
　
　
　
手
軽
に

　
　
　
　
　
　
　
（
知

凍の
o

道水

〃

劉
〃
“

グ

五
十
九
年
三
月
末
に
五
巻
が
刊
行
さ

産
業
経
済
編
n

五
、
○
○
○
円

事
へ
の
た
よ
り
）

制
度
を
設
け
て
い

凍
結
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
を
防

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
資
料
編
2
3
・
民
俗
文
化
財
二

ま
す
。

ぐ
た
め
、

次
の
こ
と
に
ご
注
意
下
さ

刊
行
予
定
の
五
巻
は
、

県
内
外
の

民
俗
編
n

四
、
九
五
〇
円

県
の
総
合

（
合
同
）

庁
舎
と
役
場

い
。

貴
重
な
未
公
刊
史
料
を
多
数
紹
介
し

（
送
料
別
）

の
窓
口
に
、

専
用
の
は
が
き
（
切
手

▽
冷
え
こ
み
が
予
想
さ
れ
る
時
は
、

て
お
り
、
新
潟
県
を
知
る
上
で
不
可

◇
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
購
入
巻

不
要
）

を
備
え
て
あ
り
ま
す
。

わ
か

ワ
リ
バ
シ
ほ
ど
の
太
さ
に
水
を
出

欠
の
資
料
編
で
す
。
こ
の
機
会
に
皆

名
・
冊
数
・
公
私
用
別
・
電
話
番

り
や
す
く
簡
潔
に
書
い
て
、

郵
便
ポ

し
て
お
く
。

様
の
ご
購
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

号
を
記
入
し
て
、

お
申
込
み
く
だ

ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
冬
期
間
使
用
し
な
い
蛇
口
は
、

十

◇
今
回
刊
行
巻
（
五
巻
）

さ
い
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
は
、

原

分
な
保
温
対
策
を
し
て
お
く
。

○
資
料
編
5
・
中
世
三

◇
申
込
先

則
と
し
て
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て

▽
長
期
間
留
守
に
す
る
時
は
、

元
栓

文
書
編
m
　
　
　
五
、

一
〇
〇
円

51

新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
六
〇
二

い
ま
す
。

た
だ
し
、

政
治
問
題
や
身

を
し
め
て
出
か
け
る
。

○
資
料
編
1
0
・
近
世
五
、

9〒
新
潟
県
総
務
部

県
史
編
さ
ん
室

分
関
係
、

他
人
の
中
傷
な
ど
は
、
取

▽
水
圧
が
急
に
弱
く
な
っ
た
ら
、

役

流
通
編
　
　
　
　
五
、

一
〇
〇
円

含
二
一
二
ー
五
五
一

一
内
線
三
〇
二
五

り
扱
い
ま
せ
ん
。

場
の
水
道
係
へ
連
絡
下
さ
い
。

沸
㌔

’
早
甲

ー
｝
ノ

“

　
　
　
ヂ

君
掴

ー
Z
　
租

今
晩
は

・
フ
ン
ヒ

騒

．
野

矯鍛

ノ

圏
髪
艦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

千

“

二
＼

か

よ
》
＜
そ

、
無
猶

“

凸

『

　
　
　
　
宗

や
寸
痂
型

　
　
　
　
、

護
鷺
彰

z
夢
』
彦

・
㌶
幽

　
　
≦

　
　
　
　
覧

一
一
一
一

ヒ
な
た
か

ざ
帰
ワ
に

な
・
た
怖

　
、
／
ぞ
す
ヵ

／

轟聾、圃
灘

さ

勿

多

“

一
三

マ
ζ

既
臨
縫
欝
圏

▽
建
第
三
十
七
号
、
道
路
災
害
復
旧

　
崩
田
・
田
麦
立
線
（
月
池
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
七
〇
〇
万
円

▽
建
第
三
十
八
号
、
道
路
災
害
復
旧

　
崩
田
・
田
麦
立
線
（
豊
田
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
八
五
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
鰯
翻

ロ
新
婚
さ
ん

　
藤
功
（
天
水
越
・
伝
兵
衛
）

福
原
　
則
子
（
天
水
越
・
沖
）

三
－

ロ
う
ぶ
声

　
田
辺
　
　
晋
（
光
間
・
道
博
の
二
男
）

　
小
野
塚
良
美
へ
上
蝦
池
・
良
雄
の
二
女
）

■
お
く
や
み

　
村
山
　
　
弘
⑯
（
松
之
山
・
土
橋
）

　
村
山
繁
太
郎
㈹
（
松
之
山
・
隠
居
）

　
小
林
　
勘
治
㎝
（
湯
山
・
善
助
）

　
重
野
　
熊
蔵
6
野
（
下
鰯
池
・
隠
居
）

□
人
口
の
動
き
（
十
二
月
一
日
）

　
人
口
　

四
、
七
一
一
人

　
　
（
娚
　
二
醒
訟
獄
）

　
世
帯
数
　
　
　
一
、
三
三
〇
戸
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議
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に
活
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し
多
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の
門
下

生
を
育
て
た
、
故

本
山
白
峰
さ
ん
の

顕
彰
碑
の
除
幕
式

が
十
一
月
三
日
「
文

化
の
日
」
に
約
百

人
が
参
列
し
て
行

わ
れ
た
。

　
白
峰
さ
ん
は
、

大
正
十
一
年
（
二

十
三
歳
）
に
書
を

こ
こ
ろ
ざ
し
、
昭

和
五
＋
五
年
に
八

＋
歳
で
大
往
生
さ

れ
る
ま
で
、
日
展

の
前
身
で
あ
る
「
日
本
美
術
協
会
展
」

や
昭
和
の
初
め
日
本
の
二
大
書
道
展

と
い
わ
れ
て
い
た
「
泰
東
展
」
な
ど

各
種
全
国
展
に
入
賞
。
安
塚
高
校
松

之
山
分
校
の
書
道
講
師
を
約
二
十
年

勤
め
ら
れ
、
高
校
生
や
小
中
学
生
の

指
導
に
当
ら
れ
た
。

　
門
下
生
た
ち
が
「
書
道
一
筋
の
先

生
の
生
涯
の
労
苦
を
謝
し
霊
を
慰
め

た
い
」
と
浄
財
金
を
募
っ
て
、
北
浦

田
の
神
社
前
に
記
念
碑
を
建
立
し
た
。

　
台
石
の
高
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
、
塔

石
は
約
ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
メ
ー

ト
ル
の
大
き
な
も
の
で
、
碑
文
は
新

潟
大
学
名
誉
教
授
の
竹
内
臨
川
先
生

の
筆
に
よ
る
。
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川
手
地
区
（
上
川
手
、
下
川
手
）

で
は
土
地
改
良
し
機
械
化
に
よ
る
近

代
化
農
業
を
図
ろ
う
と
、
昭
和
五
十

二
年
か
ら
五
年
間
に
約
二
億
二
千
万

円
の
事
業
費
で
三
七
・
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
関
係
農
家
七
十
一
戸
）
の
圃
場

整
備
を
行
な
い
、
こ
の
た
び
換
地
請

算
が
終
り
工
事
の
竣
士
を
祝
っ
て
旧

川
手
分
校
の
跡
地
で
十
一
月
十
二
日

関
係
地
主
約
六
十
人
が
参
列
し
て
記

念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

　
記
念
碑
は
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
幅
一
、

五
メ
ー
ト
ル
、
国
務
大
臣
環
境
庁
長

官
、
梶
木
又
三
先
生
の
筆
に
よ
り
「
農

本
在
人
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

東
北
電
力
の

　
　
　
　
電
気
知
恵
袋

冷蔵庫

パ
ン
が
保
存
で
き
る

　
パ
ン
を
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
冷
凍
室

に
入
れ
て
お
き
ま
す
と
、
一
～
ニ
カ

月
な
ら
パ
ン
の
風
味
を
そ
こ
な
い
ま

せ
ん
。

　
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
け
ば
、
い
つ
も

と
同
じ
味
が
楽
し
め
ま
す
。

　
生
で
使
う
と
き
は
、
冷
凍
室
か
ら

出
し
て
二
〇
～
三
〇
分
く
ら
い
お
く

と
、
も
と
に
も
ど
り
ま
す
。

．
多超

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

凍
り
豆
腐
が

　
　
つ
く
れ
ま
す

　
豆
腐
に
熱
湯
を
か
け
二
～
三
分
お

き
ま
す
。
次
に
水
気
を
し
ぽ
り
冷
凍

室
で
凍
ら
せ
ま
す
。

　
い
た
だ
く
と
き
は
、
熱
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を
か
け

水
気
を
と
り
ま
し
ょ
う

　
豆
腐
の
ま
わ
り
が
黄
色
く
な
っ
て

い
て
も
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か
す
と
白
く
な
り
ま
す
か

ら
大
丈
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で
す
。

お
漬
物
も
お
い
し
く
保
存

　
み
そ
漬
な
ど
、
お
漬
物
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
く
こ
と
が
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り
ま
す
ね
。
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に
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け
て
冷
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室
に
入
れ
て

お
け
ば
、
漬
け
す
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に
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ず
、
お
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く
保
存
で
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ま
す
。

　
適
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に
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に
、
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ご
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。
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59

年
3
月
に
五
巻
の
刊
行

一

県
政
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

意
4
主馬馬
」

一
｝
こ
結

ク
　
　
与
・

〃
　
　
●
　
9
0
　
　
。

・
杢
．

　
　
・
価
■
■
雪
■
■
■
甲

　
新
潟
県
が
立
県
百
年
の
記
念
事
業

と
し
て
、
編
さ
ん
を
進
め
て
い
る
「
新

潟
県
史
」
は
、
昨
年
度
に
続
い
て
、

幕
末
編

○
資
料
編
1
2
・
近
世
七
、

○
資
料
編
1
8
・
近
世
六
、 五
、
〇
五
〇
円

県
で
は
、

望
を
お
聞
き
す
る
た
め
に
、

ら
県
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
要

利
用
い
た
だ
け
る
県
政
ポ
ス
ト

広
く
県
民
の
皆
さ
ん
か

　
　
　
　
　
　
手
軽
に

　
　
　
　
　
　
　
（
知

凍の
o

道水

〃

劉
〃
“

グ

五
十
九
年
三
月
末
に
五
巻
が
刊
行
さ

産
業
経
済
編
n

五
、
○
○
○
円

事
へ
の
た
よ
り
）

制
度
を
設
け
て
い

凍
結
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
を
防

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
資
料
編
2
3
・
民
俗
文
化
財
二

ま
す
。

ぐ
た
め
、

次
の
こ
と
に
ご
注
意
下
さ

刊
行
予
定
の
五
巻
は
、

県
内
外
の

民
俗
編
n

四
、
九
五
〇
円

県
の
総
合

（
合
同
）

庁
舎
と
役
場

い
。

貴
重
な
未
公
刊
史
料
を
多
数
紹
介
し

（
送
料
別
）

の
窓
口
に
、

専
用
の
は
が
き
（
切
手

▽
冷
え
こ
み
が
予
想
さ
れ
る
時
は
、

て
お
り
、
新
潟
県
を
知
る
上
で
不
可

◇
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
購
入
巻

不
要
）

を
備
え
て
あ
り
ま
す
。

わ
か

ワ
リ
バ
シ
ほ
ど
の
太
さ
に
水
を
出

欠
の
資
料
編
で
す
。
こ
の
機
会
に
皆

名
・
冊
数
・
公
私
用
別
・
電
話
番

り
や
す
く
簡
潔
に
書
い
て
、

郵
便
ポ

し
て
お
く
。

様
の
ご
購
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

号
を
記
入
し
て
、

お
申
込
み
く
だ

ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
冬
期
間
使
用
し
な
い
蛇
口
は
、

十

◇
今
回
刊
行
巻
（
五
巻
）

さ
い
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
は
、

原

分
な
保
温
対
策
を
し
て
お
く
。

○
資
料
編
5
・
中
世
三

◇
申
込
先

則
と
し
て
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て

▽
長
期
間
留
守
に
す
る
時
は
、

元
栓

文
書
編
m
　
　
　
五
、

一
〇
〇
円

51

新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
六
〇
二

い
ま
す
。

た
だ
し
、

政
治
問
題
や
身

を
し
め
て
出
か
け
る
。

○
資
料
編
1
0
・
近
世
五
、

9〒
新
潟
県
総
務
部

県
史
編
さ
ん
室

分
関
係
、

他
人
の
中
傷
な
ど
は
、
取

▽
水
圧
が
急
に
弱
く
な
っ
た
ら
、

役

流
通
編
　
　
　
　
五
、

一
〇
〇
円

含
二
一
二
ー
五
五
一

一
内
線
三
〇
二
五

り
扱
い
ま
せ
ん
。

場
の
水
道
係
へ
連
絡
下
さ
い
。

沸
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早
甲
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ー
Z
　
租

今
晩
は
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フ
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．
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ノ

圏
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＼

千

“

二
＼

か

よ
》
＜
そ

、
無
猶

“

凸

『

　
　
　
　
宗

や
寸
痂
型

　
　
　
　
、

護
鷺
彰

z
夢
』
彦
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幽
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ヒ
な
た
か

ざ
帰
ワ
に

な
・
た
怖

　
、
／
ぞ
す
ヵ

／

轟聾、圃
灘

さ

勿

多

“

一
三

マ
ζ

既
臨
縫
欝
圏

▽
建
第
三
十
七
号
、
道
路
災
害
復
旧

　
崩
田
・
田
麦
立
線
（
月
池
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
七
〇
〇
万
円

▽
建
第
三
十
八
号
、
道
路
災
害
復
旧

　
崩
田
・
田
麦
立
線
（
豊
田
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
八
五
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
鰯
翻

ロ
新
婚
さ
ん

　
藤
功
（
天
水
越
・
伝
兵
衛
）

福
原
　
則
子
（
天
水
越
・
沖
）

三
－

ロ
う
ぶ
声

　
田
辺
　
　
晋
（
光
間
・
道
博
の
二
男
）

　
小
野
塚
良
美
へ
上
蝦
池
・
良
雄
の
二
女
）

■
お
く
や
み

　
村
山
　
　
弘
⑯
（
松
之
山
・
土
橋
）

　
村
山
繁
太
郎
㈹
（
松
之
山
・
隠
居
）

　
小
林
　
勘
治
㎝
（
湯
山
・
善
助
）

　
重
野
　
熊
蔵
6
野
（
下
鰯
池
・
隠
居
）

□
人
口
の
動
き
（
十
二
月
一
日
）

　
人
口
　

四
、
七
一
一
人

　
　
（
娚
　
二
醒
訟
獄
）

　
世
帯
数
　
　
　
一
、
三
三
〇
戸
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慰問『ほくら園』特別養護老人ホーム
　
上
川
手
歌
舞
伎

が
大
島
村
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ほ
く
ら
園
」
を

慰
問
し
、
お
年
寄

を
喜
ば
せ
た
。

　
ほ
く
ら
園
は
体

の
不
自
由
な
お
年

寄
七
十
六
名
（
松

之
山
町
か
ら
八
名
）

が
入
所
し
て
お
り

毎
月
婦
人
会
、
保

育
園
児
、
小
中
学

生
の
皆
さ
ん
な
ど

が
慰
問
し
て
お
年

寄
達
を
喜
ば
せ
て
い
る
が
、
農
業
祭

で
三
十
四
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
上
川

手
歌
舞
伎
が
好
評
だ
っ
た
た
め
、
十

一
月
十
日
同
園
を
訪
れ
公
演
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
だ
し
物
は
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
・

寺
小
屋
の
段
」
で
、
見
る
人
達
が
体

の
不
自
由
な
老
人
と
い
う
こ
と
で
二

時
間
の
だ
し
物
を
四
十
分
に
縮
め
て

の
公
演
だ
っ
た
。

　
全
国
的
に
も
村
歌
舞
伎
が
残
っ
て

い
る
の
は
め
ず
ら
し
い
と
、
読
売
、

朝
日
、
毎
日
な
ど
の
新
聞
社
も
取
材

に
か
け
つ
け
、
各
新
聞
に
大
き
く
報

道
さ
れ
た
。

公
給
領
収
証
を
受
け
と
り
ま
し
ょ
う

明
朗
会
計
で

　
　
　
　
　
正
し
い
納
税

　
み
な
さ
ん
が
、
料
理
店
、
バ
ー
、

旅
館
、
飲
食
店
な
ど
を
利
用
し
た
と

き
に
支
払
う
飲
食
や
宿
泊
な
ど
の
料

金
に
応
じ
て
納
め
て
い
た
だ
く
の
が

「
料
金
飲
食
等
消
費
」
県
税
で
す
。

　
こ
の
税
金
は
、
料
理
店
な
ど
の
経

営
者
が
み
な
さ
ん
か
ら
料
金
の
支
払

い
を
受
け
る
と
き
、
県
に
代
わ
っ
て

受
け
と
り
新
潟
県
に
納
め
て
い
た
だ

く
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
料
理
店
な
ど
の
経
営
者
が
、
み
な

さ
ん
か
ら
税
金
を
受
け
と
っ
た
、
し

る
し
と
し
て
渡
す
の
が
「
公
給
領
収

証
」
で
す
。

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
が
「
公
給
領
収

証
」
を
受
け
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
正

し
い
納
税
に
つ
な
が
り
、
明
朗
会
計

に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
忘
年
会
や
新
年
会
シ
ー

ズ
ン
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
受
け
と
り

く
だ
さ
い
。
請
求
し
て
も
公
給
領
収

証
を
渡
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

上
越
財
務
事
務
所
含
〇
二
五
五
ー
二

五
ー
二
一
二
・
一
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

税
率
は
ー
o
％
で
す

　
税
の
対
象
は
、
酒
や
料
　
等
の
飲

食
料
金
は
も
ち
ろ
ん
、
席
料
、
休
け

い
料
、
宿
泊
料
、
芸
妓
の
花
代
、
サ

ー
ビ
ス
料
な
ど
料
理
店
、
旅
館
、
飲

食
店
な
ど
に
支
払
わ
れ
る
料
金
は
す

べ
て
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
祝
い
ご
と
や
会
合
な
ど
で
料
理
店

や
仕
出
し
屋
な
ど
か
ら
仕
出
し
、
出

前
を
と
ら
れ
た
と
き
も
、
そ
れ
ら
の

仕
出
し
、
出
前
な
ど
の
料
金
が
課
税

の
対
象
と
な
り
、
料
理
飲
食
等
消
費

税
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
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禦地華化方襲』禦簿響

霧
　
家
屋
の
雪
下
し
や
下
し
た
雪
の
除

雪
作
業
に
、
電
話
線
が
邪
魔
に
な
る

器
q殉

』喩礁1
　o
　　　　oo　　　　　　　　　　6

こ
と
カ
ら

工6羅　　　　　…安　　　　　・o塚
　　　　　6　電
2 電

話

”、b

局
で20q叫上

「
地
下
化
方
式
」
を
考
案
し
た
。

　
昨
年
こ
の
方
式
を
試
行
し
た
と
こ

ろ
「
屋
根
の
雪
下
し
の
時
、
電
話
線

を
気
に
し
な
く
て
す
む
」
　
「
下
し
た

雪
の
除
雪
作
業
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な

ど
の
大
型
機
械
が
使
え
楽
に
な
っ
た
」

な
ど
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
工
事

担
当
の
安
塚
局
施
設
課
で
は
、
冬
期

間
交
通
状
況
が
悪
い
地
区
や
要
望
の

多
い
集
落
か
ら
、
地
下
化
方
式
に
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ご
要
望
、
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た

ら
安
塚
電
報
電
話
局
の
施
設
課
へ
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。
費
二
ー
二
柔
。
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